
日々の練習
の

　　成果を
発揮！

　第68回
加賀地区珠

算競技大会

 表紙 第68回加賀地区珠算競技大会
　 ２ 中小企業相談所コーナー
 ３ ＬＯＢＯ調査／5月の雇用情報
 6 ＩＳＩＣＯコーナー
 8 緊急景気見通し調査報告（抜粋）
 10 特集「石川県連YEG会長インタビュー」
 12 会議所の動き
 １6 華つうしん
 １7 会員事業所紹介 あんずの木

Ｃontents
ー今月の主な内容ー 
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事業継承について詳しく教えて欲しい。
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常
議
員
変
更
の
お
知
ら
せ

本
所
常
議
員
に

　伊奈

　
一雄
氏

　就任

　　本
所
常
議
員
の
㈱
小
松
村
田

製
作
所
取
締
役
事
業
所
長
の
舩

谷
信
捨
氏
が
異
動
さ
れ
、平
成

27
年
７
月
１
日
付
で
後
任
と
し

て
伊
奈一雄
氏
が
就
任
し
た
。

評
議
員
就
任
の
お
知
ら
せ

本
所
評
議
員
に

　濱本

　哲成
氏

　就任

　本
所
評
議
員
に
㈲
ラ
イ
ラ
ッ

ク
フ
ロ
ー
リ
ス
ト
代
表
取
締
役

社
長
の
濱
本
哲
成
氏
が
平
成
27

年
７
月
２
日
付
け
で
新
た
に
就

任
し
た
。

悩みを抱えたままにしていませんか？

経営相談

記帳・税務相談

金融（融資）相談

本所では専門スタッフがあらゆるご相談に応じております。

予約制を除く相談は事前のご連絡は不要です。お気軽にお越しください。予約制を除く相談は事前のご連絡は不要です。お気軽にお越しください。
相談場所 ● 小松商工会議所 ☎0761-21-3121
会員様のご相談は無料です。ご相談の秘密は厳守します。

予約制

予約制

【経営】
・経営について専門家の意見を聞
きたい。
・店舗移転を考えている。
・金融機関の返済に追われている。

【IT】
・インターネットで企業PRしたい。

【特許・商標】
・特許や商標登録について検討し
ている。
・海外に製品を出したい。

【労働】
　雇用・労務に関する相談をしたい。

※ご相談内容によっては、専門家派遣
事業にて対応または専門機関をご紹
介しております。

☎0761-21-3121
（小松商工会議所経営支援課）

※随時対応しております。
低金利で公的な制度融資を利用し
たい。
マル経資金の相談をしたい。
受付時間（月）～（金）9：00～16：00
（小松商工会議所経営支援課）

商工中金相談日
日時　8月5日（水）、19日（水）
予約　☎076-221-6141

法律相談事業に
関する

・保証債務の問題で困っている。
・取引先が倒産した。
日時  8月6日、13日、20日、27日
　　（毎週木曜日）13：00～15：30

☎076-221-0242
南加賀法律相談センター（金沢弁護
士会）にてご予約ください。

・会社の経理や税務についてわか
らないことがある。
・消費税について教えてほしい。
日時　8月5日（水）、9月2日（水）
　　　10：00～16：00

専門家　南一栄税理士

☎0761-21-3121
（小松商工会議所経営支援課）

「企業ドック制度」をご利用ください。（会員無料）
企業を取り巻く経営環境の変化が加速する中、そのスピードに対応する

為、自社の状況を分析し、次の手を打つための取り組みが「企業ドック制度」で
す。石川県が小松商工会議所を窓口として、各分野の専門家を派遣し、多種多様
な課題解消のため、オーダーメイドの支援を実施します。
（1企業4回程度派遣可能。相談内容は、秘密厳守。）
詳しくは本所HPでご確認下さい。

今月の利率
（平成27年7月20日現在）

平成27年度（6月
末まで）認定実績

■マルケイ資金 8　件

4,920万円

　無担保・無保証人
　 2,000万円
　・利率　1.25％
　・期間　10年（運転7年）
■小口事業資金（追認小口） 1　件

500万円

0　件

0万円

　原則無担保
　 1,500万円
　・利率　1.75％
　・期間　7年（運転5年）
■小口零細（創業者分含） 8　件

2,360万円

0　件
0万円

　原則無担保
　 1,250万円
　・利率　1.75％
　・期間　7年（運転5年）
■経営安定支援融資（一般分）
　 8,000万円（運転資金）
　・利率　1.6％
　・期間　7年

2　件

3,700万円

■経営安定支援融資（資金繰り支援分）
　 8,000万円（運転資金）
　・利率　1.85％
　・期間　7年（実情に応じ10年）

3　件

2,500万円

■経営安定支援融資（緊急経営安定支援分）
　 8,000万円（運転資金）
　・利率　1.3％
　・期間　7年以内

4　件

8,200万円

■地域商工業活性化融資
　 5,000万円（特認2億円）
　・利率　1.6％～1.8％
　・期間　5年～15年
　（期間10年超の場合は、変動金利）

創業者分

零　細　分

中小企業
相談
コーナー Q．
A．

金 融 情 報

経営相談窓口

2

検　索小松商工会議所　企業ドック制度

㈱小松村田製作所
取締役事業所長
伊奈　一雄氏

㈲ライラックフローリスト
代表取締役社長
濱本　哲成氏



LOBO調査
景況天気予報

調査期間：2015年6月15日～19日
調査対象：全国の422商工会議所が2,,986企業
　　　　　にヒアリング
「LOBO調査とは」・・全国の商工会議所の FAXとコンピュー
タで結んだ早期景気観測調査

とくに好調

50≦DI 25≦DI＜50 0≦DI＜25 ▲25≦DI＜0 DI＜▲25

好調 まあまあ 不振 きわめて不振

＊DI値（景況判断指数）について
　DI値は、売上・採算・業況などの各項目についての、判断の状況を
表す。ゼロを基準として、プラスの値で景気の上向き傾向を表す回
答の割合が多いことを示し、マイナスの値で景気の下向き傾向を表
す回答の割合が多いことを示す。したがって、売上高などの実数値
の上昇率を示すものではなく、景気感の相対的な拡がりを意味す
る。

【DI】=（増加・好転などの回答割合）－（減少・悪化などの回答割合）

▲15.1 ▲16.7 ▲11.8 ▲17.4

▲12.6 3.1 ▲10.7 3.1

▲20.6 ▲35.7 ▲24.0 ▲18.2

▲19.8 ▲17.4 ▲22.7 ▲20.8

▲11.6 8.8 ▲9.4 2.9

建 設

製 造

卸 売

小 売

サービス

前 年 同 月 比
全 国全 国 北陸・信越 北陸・信越
先 行 見 通 し

業
況
DI
は
、
緩
や
か
に

持
ち
直
し
も
、
足
元
で

一
服
。

先
行
き
は
底
堅
い
動
き

が
続
く

【
北
陸
信
越
の
概
況
】

○
全
産
業
の
業
況
DI
は
、
前
月
と
比

べ
改
善
。産
業
別
に
み
る
と
、建
設
業
、

卸
売
業
で
悪
化
、
そ
の
他
の
３
業
種

で
改
善
し
た
。
各
業
種
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
コ
メ
ン
ト
は
以
下
の
と
お
り
。

○「
６
月
以
降
の
公
共
工
事
の
発
注

増
を
見
込
ん
で
い
た
も
の
の
、
依
然

と
し
て
土
木
工
事
、
建
築
工
事
と
も

動
き
が
鈍
い
」（
一
般
工
事
業
）、「
受

注
単
価
は
伸
び
悩
ん
で
い
る
が
、
自

動
車
向
け
の
プ
レ
ス
加
工
の
引
き
合

い
が
増
加
し
て
い
る
」（
金
属
加
工

業
）、「
主
力
の
婦
人
服
を
は
じ
め
、

仕
入
価
格
の
上
昇
が
続
く
。
他
方
で
、

取
引
先
か
ら
の
値
下
げ
要
請
も
あ
っ

て
、
収
益
確
保
が
難
し
い
」（
衣
料

品
卸
売
業
）、「
首
都
圏
か
ら
の
観
光

客
が
好
調
。
今
後
は
、
東
海
・
近
畿

方
面
へ
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
強
化
し
て
い

く
」（
旅
館
業
）

○
業
況
の
先
行
き
見
通
し
DI
は
、
全

産
業
で
は
今
月
と
比
べ
ほ
ぼ
横
ば
い

の
見
込
み
。
産
業
別
に
み
る
と
、
建

設
業
、
製
造
業
で
ほ
ぼ
横
ば
い
、
卸

売
業
で
改
善
、
そ
の
他
の
２
業
種
で

悪
化
す
る
見
込
み
。

　
６
月
の
全
産
業
合
計
の
業
況
ＤＩ
は
、▲
１５
．
３

と
、
前
月
か
ら
▲
１
．
８
ポ
イ
ン
ト
の
悪
化
。

円
安
の
影
響
に
よ
る
コ
ス
ト
増
が
続
く
中
、
取

引
価
格
へ
の
転
嫁
が
遅
れ
て
い
る
ほ
か
、
人
手

不
足
や
人
件
費
の
上
昇
が
中
小
企
業
の
景
況
感

を
押
し
下
げ
た
。
他
方
で
、
回
復
の
ペ
ー
ス
に

ば
ら
つ
き
は
あ
る
も
の
の
、
好
調
な
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
や
株
高
・
賃
上
げ
を
背
景
に
、
個
人
消
費

は
持
ち
直
し
に
向
け
た
動
き
が
続
く
ほ
か
、
設

備
投
資
も
回
復
の
兆
し
が
み
ら
れ
て
い
る
。
中

小
企
業
の
景
況
感
は
、
比
較
対
象
と
な
る
前
年

同
月
に
消
費
税
引
き
上
げ
の
影
響
が
残
っ
て
い

た
こ
と
へ
留
意
が
必
要
で
あ
る
が
、
総
じ
て
み

れ
ば
緩
や
か
な
回
復
基
調
が
続
い
て
い
る
。

　
先
行
き
に
つ
い
て
は
、
先
行
き
見
通
し
ＤＩ
が

▲
１４
．
８
（
今
月
比
＋
０
．
５
ポ
イ
ン
ト
）
と

ほ
ぼ
横
ば
い
を
見
込
む
。
賞
与
増
を
含
む
賃
上

げ
や
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
を
は
じ
め
と
す
る

政
策
効
果
な
ど
を
背
景
に
、
夏
以
降
の
個
人
消

費
、
設
備
投
資
の
回
復
を
期
待
す
る
声
が
聞
か

れ
る
。
他
方
で
、
円
安
に
伴
う一段
の
コ
ス
ト
増

や
価
格
転
嫁
の
遅
れ
、
労
働
需
給
の
逼
迫
に
よ

る
人
件
費
の
上
昇
な
ど
へ
の
懸
念
か
ら
、
先
行

き
に
慎
重
な
見
方
も
伺
え
る
。
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業況DIの推移（全産業・前年同月比）

6 月の全産業合計の
業況DI 値

5月厚生労働省発表 有効求人倍率総務省発表 完全失業率
全 国

石 川 県

完全失業者数

3.3％

2.7％

224万人

（前月3.3％）

（1～3月期）

（前月234万人）

全 国

石 川 県
ハローワーク
小 松 管 内

1.19倍

1.48倍

1.12倍

（前月1.17倍）

（前月1.47倍）［いずれも季節調整値］

（前月1.14倍）[原数値]

金沢 白山 七尾 加賀 輪島1.32倍 1.51倍 1.29倍 1.53倍 1.07倍

▲15.3

雇
用
情
報

3 小松商工会議所［2015.8］

景況天気予報
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北陸電力では省エネルギーのご提案をしています。 
 

夏の省エネルギー対策(空調編) 
・フィルターを定期的に清掃する(2 週間に一度程度が目安)。 

 

・電気室、サーバー室の空調設定温度が低すぎないかを確認し見直す。 

 

・使用していないエリアは空調を停止する。 

 

・ 空調や冷房の開始を始業と同時に一斉に行うのではなく、フロア別に時間をずらしたり、 

電力需要のピーク時間帯を避けて起動し、ピーク電力を抑制する。 

 

・執務室の室内温度を 28℃とする（または、風通しなど室内環境に配慮しつつ、28℃より若干引き上げる）。 

 

・空調室外機周辺の障害物を取り除くとともに、直射日光を避ける。 

 
                         【資源エネルギー庁「政府の節電ポータルサイト 節電.go.jp」より抜粋】 

 

●省エネルギーについてのお問合せ、ご相談は      

       

                 北陸電力株式会社 小松支社 営業担当 

TEL ０７６１－２１－１９５１ 
 

 

■
と
こ
ろ
　
れ
ん
が
花
道
通
り

■
出
店
料
　
８
，０
０
０
円（
半
テ

ン
ト
　
間
口
2.7
ｍ×

奥
行
3.6
ｍ
）　

※

電
気
設
備
な
ど
は
別
途
追
加
料
金

■
締
め
切
り
　
８
月
28（
金
）必
着

※

応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

■
申
し
込
み・問
い
合
わ
せ

カ
ブ
ッ
キ
ー
タ
ウ
ン
こ
ま
つ
　
　

　
☎
24・８
２
０
０

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
24・８
２
０
１

コ
ン
テ
ス
ト
開
催
日

　
平
成
27
年
９
月
26
日（
土
）

副
　
賞

　
現
金
20
万
円
ま
た
は

　
同
額
の
海
外
旅
行
券
、

　
東
京
往
復
航
空
券 

な
ど

応
募
要
項

★
小
松
市
に
在
住
も
し
く
は
同
市

　
内
の
事
業
所
に
勤
務
ま
た
は
在

　
学
す
る
18
歳
以
上
の
女
性
で
未

　
婚
、既
婚
は
問
わ
な
い
（
以
前
に
、

　
こ
ま
つ
夢
案
内
人
及
び
こ
ま
つ

　
姫
御
前
に
選
ば
れ
た
人
も
応
募

　
で
き
ま
す
）。

★
現
在
ほ
か
の
コ
ン
テ
ス
ト
に
応

　
募
し
て
い
な
い
方
。

★
自
薦
・他
薦
は
問
わ
な
い
。

　
申
　
　
込

　
　
履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記
入

　
し
、写
真
（
顔
と
全
身
各
１
枚
）

　
を
同
封
の
う
え
、北
國
新
聞
社

　
小
松
支
社
内
「
こ
ま
つ
姫
御
前
」

　
実
行
委
員
会
　
宛
に
提
出

　
〒
923-

0801
小
松
市
園
町
ホ
91
│
１

　
締
め
切
り

　
平
成
27
年
９
月
12（
土
）（
同
日
必
着
）

　
問
い
合
わ
せ

　
　
北
國
新
聞
社
小
松
支
社

　
　
　
☎
24
・３
１
１
１

　
　
小
松
商
工
会
議
所

　
　
　
☎
21
・３
１
２
１

　
　
小
松
市
観
光
交
流
課

　
　
　
☎
24
・８
０
７
６
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小松商工会議所
からのお知らせ
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試
験
日
　
　
９
月
26
日（
土
）

申
込
期
間
　
８
月
10
日（
月
）〜

　
　
　
　
　
９
月
４
日（
金
）ま
で

申
込
方
法
　
本
所
窓
口・

　
　
　
　
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

受
験
料
　
２
級
　
５
，６
６
０
円

試
験
日
　
　
11
月
15
日（
日
）

申
込
期
間
　
９
月
24
日（
木
）〜

　
　
　
　
　
10
月
16
日（
金
）ま
で

申
込
方
法
　
本
所
窓
口・

　
　
　
　
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

受
験
料
　
１
級
　
７
，７
１
０
円

　
　
　
　
２
級
　
４
，６
３
０
円

　
　
　
　
３
級
　
２
，５
７
０
円

　
　
　
　
４
級
　
１
，６
４
０
円

試
験
日
　
　
10
月
25
日（
日
）

申
込
期
間
　
８
月
17
日（
月
）〜

　
　
　
　
　
９
月
23
日（
水
）ま
で

受
験
料
　
１
級
　
２
，１
０
０
円

　
　
　
　
２
級
　
１
，５
７
０
円

　
　
　
　
３
級
　
１
，３
６
０
円

試
験
日
　
　
11
月
22
日（
日
）

申
込
期
間
　
９
月
８
日（
火
）〜

　
　
　
　
　
10
月
９
日（
金
）ま
で

申
込
方
法
　
東
京
商
工
会
議
所

　
　
　
　
　
Ｈ
Ｐ・電
話
登
録

受
験
料
　
２
級
　
６
，４
８
０
円

　
　
　
　
３
級
　
４
，３
２
０
円

試
験
日
　
　
12
月
13
日（
日
）

申
込
期
間
　
９
月
29
日（
火
）〜

　
　
　
　
　
10
月
30
日（
金
）ま
で

申
込
方
法
　
東
京
商
工
会
議
所

　
　
　
　
　
Ｈ
Ｐ・電
話
登
録

受
験
料
　
　
５
，４
０
０
円

●
リ
テ
ー
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

　
検
定(

販
売
士)

　
２
級

◎
福
祉
住
環
境
コ
ー
ディ
ネ
ー
タ
ー

　
　
　
　
検
定
　
２・３
級

●
簿
記
検
定
　
１
〜
４
級

●
珠
算
　
１
〜
３
級

◎
環
境
社
会
検
定

　
　
　
　
　【
Ｅ
Ｃ
Ｏ
検
定
】

（
注
）●
日
本
商
工
会
議
所
検
定
、

　
　
◎
東
京
商
工
会
議
所
検
定…

　
　
団
体
受
付
の
締
切
は
異
な
り

　
　
ま
す
の
で
、
詳
細
は
本
所
HP

　
　
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

小
松
商
工
会
議
所
事
業
課

☎（
０
７
６
１
）21
・
３
１
２
１

検
定
試
験
の
お
知
ら
せ

検
定
試
験
の
お
知
ら
せ

問
い
合
わ
せ

小
松
市
ど
ん
ど
ん
ま
つ
り

　
　
　
　
　
　参
加
者
募
集

第40回
小
松
市
ど
ん
ど
ん
ま
つ
り

　
　
　
　
　
　参
加
者
募
集

第40回
小
松
市
ど
ん
ど
ん
ま
つ
り

　
　
　
　
　
　参
加
者
募
集

ど
ん
ど
ん
歌
舞
伎
市

グ
ル
メ
コ
ー
ナ
ー

◆と　き　8月2日(日) 10時～16時
◆ところ　コマツ粟津工場内特設会場(符津町ツ23)
◆内　容　建設機械・林業機械デモンストレーション、
　　　　　建設機械試乗体験、組立工場見学、エコ工作企画、
　　　　　各種模擬店他
◆問い合わせ　工場開放デー事務局　☎43－4711

コマツ工場開放デー 2015コマツ工場開放デー 2015コマツ工場開放デー 2015

第40回

出店者募集

と
　
き
　
平
成
27
年
10
月
11
日（
日
）

と
こ
ろ
　
Ｊ
Ｒ
小
松
駅
周
辺
、中
心
商
店
街
な
ど

◎「
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
」参
加
者
募
集
！

　
ど
ん
ど
ん
ま
つ
り
の
ス
テ
ー
ジ
で
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
し
ま
せ
ん
か
。

　（
申
込
多
数
の
場
合
、先
着
順
と
な
り
ま
す
）

　【
申
込
期
間
】８
月
３
日（
月
）〜
８
月
17
日（
月
）

◎「
ど
ん
ど
ん
小
松
輪
踊
り
コ
ン
テ
ス
ト
」参
加
チ
ー
ム
＆

　「
手
作
り
行
灯
」大
募
集
！

　
ど
ん
ど
ん
ま
つ
り
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
る「
ど
ん
ど
ん
小
松
輪
踊
り
」

　
で
コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施
し
ま
す
。今
年
は
手
作
り
行
灯
コ
ン
テ
ス
ト
も

　
新
設
！
入
賞
チ
ー
ム
に
は
賞
金
や
賞
品
も
あ
り
ま
す
！ 

　
企
業・団
体
の
Ｐ
Ｒ
を
し
な
が
ら
み
ん
な
で
盛
り
上
が
り
ま
せ
ん
か
。

小松市どんどんまつり実行委
員会事務局（小松商工会議所）
☎21-3121　FAX21-3120

申し込み・問い合わせ先

優勝
賞金

10万
円！

2015

募
集

こ
ま
つ
姫
御
前

こ
ま
つ
姫
御
前

お知らせinformation



北陸電力では省エネルギーのご提案をしています。 
 

夏の省エネルギー対策(空調編) 
・フィルターを定期的に清掃する(2 週間に一度程度が目安)。 

 

・電気室、サーバー室の空調設定温度が低すぎないかを確認し見直す。 

 

・使用していないエリアは空調を停止する。 

 

・ 空調や冷房の開始を始業と同時に一斉に行うのではなく、フロア別に時間をずらしたり、 

電力需要のピーク時間帯を避けて起動し、ピーク電力を抑制する。 

 

・執務室の室内温度を 28℃とする（または、風通しなど室内環境に配慮しつつ、28℃より若干引き上げる）。 

 

・空調室外機周辺の障害物を取り除くとともに、直射日光を避ける。 

 
                         【資源エネルギー庁「政府の節電ポータルサイト 節電.go.jp」より抜粋】 

 

●省エネルギーについてのお問合せ、ご相談は      

       

                 北陸電力株式会社 小松支社 営業担当 

TEL ０７６１－２１－１９５１ 
 

 

■
と
こ
ろ
　
れ
ん
が
花
道
通
り

■
出
店
料
　
８
，０
０
０
円（
半
テ

ン
ト
　
間
口
2.7
ｍ×

奥
行
3.6
ｍ
）　

※

電
気
設
備
な
ど
は
別
途
追
加
料
金

■
締
め
切
り
　
８
月
28（
金
）必
着

※

応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

■
申
し
込
み・問
い
合
わ
せ

カ
ブ
ッ
キ
ー
タ
ウ
ン
こ
ま
つ
　
　

　
☎
24・８
２
０
０

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
24・８
２
０
１

コ
ン
テ
ス
ト
開
催
日

　
平
成
27
年
９
月
26
日（
土
）

副
　
賞

　
現
金
20
万
円
ま
た
は

　
同
額
の
海
外
旅
行
券
、

　
東
京
往
復
航
空
券 

な
ど

応
募
要
項

★
小
松
市
に
在
住
も
し
く
は
同
市

　
内
の
事
業
所
に
勤
務
ま
た
は
在

　
学
す
る
18
歳
以
上
の
女
性
で
未

　
婚
、既
婚
は
問
わ
な
い
（
以
前
に
、

　
こ
ま
つ
夢
案
内
人
及
び
こ
ま
つ

　
姫
御
前
に
選
ば
れ
た
人
も
応
募

　
で
き
ま
す
）。

★
現
在
ほ
か
の
コ
ン
テ
ス
ト
に
応

　
募
し
て
い
な
い
方
。

★
自
薦
・他
薦
は
問
わ
な
い
。

　
申
　
　
込

　
　
履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記
入

　
し
、写
真
（
顔
と
全
身
各
１
枚
）

　
を
同
封
の
う
え
、北
國
新
聞
社

　
小
松
支
社
内
「
こ
ま
つ
姫
御
前
」

　
実
行
委
員
会
　
宛
に
提
出

　
〒
923-

0801
小
松
市
園
町
ホ
91
│
１

　
締
め
切
り

　
平
成
27
年
９
月
12（
土
）（
同
日
必
着
）

　
問
い
合
わ
せ

　
　
北
國
新
聞
社
小
松
支
社

　
　
　
☎
24
・３
１
１
１

　
　
小
松
商
工
会
議
所

　
　
　
☎
21
・３
１
２
１

　
　
小
松
市
観
光
交
流
課

　
　
　
☎
24
・８
０
７
６
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試
験
日
　
　
９
月
26
日（
土
）

申
込
期
間
　
８
月
10
日（
月
）〜

　
　
　
　
　
９
月
４
日（
金
）ま
で

申
込
方
法
　
本
所
窓
口・

　
　
　
　
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

受
験
料
　
２
級
　
５
，６
６
０
円

試
験
日
　
　
11
月
15
日（
日
）

申
込
期
間
　
９
月
24
日（
木
）〜

　
　
　
　
　
10
月
16
日（
金
）ま
で

申
込
方
法
　
本
所
窓
口・

　
　
　
　
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

受
験
料
　
１
級
　
７
，７
１
０
円

　
　
　
　
２
級
　
４
，６
３
０
円

　
　
　
　
３
級
　
２
，５
７
０
円

　
　
　
　
４
級
　
１
，６
４
０
円

試
験
日
　
　
10
月
25
日（
日
）

申
込
期
間
　
８
月
17
日（
月
）〜

　
　
　
　
　
９
月
23
日（
水
）ま
で

受
験
料
　
１
級
　
２
，１
０
０
円

　
　
　
　
２
級
　
１
，５
７
０
円

　
　
　
　
３
級
　
１
，３
６
０
円

試
験
日
　
　
11
月
22
日（
日
）

申
込
期
間
　
９
月
８
日（
火
）〜

　
　
　
　
　
10
月
９
日（
金
）ま
で

申
込
方
法
　
東
京
商
工
会
議
所

　
　
　
　
　
Ｈ
Ｐ・電
話
登
録

受
験
料
　
２
級
　
６
，４
８
０
円

　
　
　
　
３
級
　
４
，３
２
０
円

試
験
日
　
　
12
月
13
日（
日
）

申
込
期
間
　
９
月
29
日（
火
）〜

　
　
　
　
　
10
月
30
日（
金
）ま
で

申
込
方
法
　
東
京
商
工
会
議
所

　
　
　
　
　
Ｈ
Ｐ・電
話
登
録

受
験
料
　
　
５
，４
０
０
円

●
リ
テ
ー
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

　
検
定(
販
売
士)

　
２
級

◎
福
祉
住
環
境
コ
ー
ディ
ネ
ー
タ
ー

　
　
　
　
検
定
　
２・３
級

●
簿
記
検
定
　
１
〜
４
級

●
珠
算
　
１
〜
３
級

◎
環
境
社
会
検
定

　
　
　
　
　【
Ｅ
Ｃ
Ｏ
検
定
】

（
注
）●
日
本
商
工
会
議
所
検
定
、

　
　
◎
東
京
商
工
会
議
所
検
定…

　
　
団
体
受
付
の
締
切
は
異
な
り

　
　
ま
す
の
で
、
詳
細
は
本
所
HP

　
　
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

小
松
商
工
会
議
所
事
業
課

☎（
０
７
６
１
）21
・
３
１
２
１

検
定
試
験
の
お
知
ら
せ

検
定
試
験
の
お
知
ら
せ

問
い
合
わ
せ

小
松
市
ど
ん
ど
ん
ま
つ
り

　
　
　
　
　
　参
加
者
募
集

第40回
小
松
市
ど
ん
ど
ん
ま
つ
り

　
　
　
　
　
　参
加
者
募
集

第40回
小
松
市
ど
ん
ど
ん
ま
つ
り

　
　
　
　
　
　参
加
者
募
集

ど
ん
ど
ん
歌
舞
伎
市

グ
ル
メ
コ
ー
ナ
ー

◆と　き　8月2日(日) 10時～16時
◆ところ　コマツ粟津工場内特設会場(符津町ツ23)
◆内　容　建設機械・林業機械デモンストレーション、
　　　　　建設機械試乗体験、組立工場見学、エコ工作企画、
　　　　　各種模擬店他
◆問い合わせ　工場開放デー事務局　☎43－4711

コマツ工場開放デー 2015コマツ工場開放デー 2015コマツ工場開放デー 2015

第40回

出店者募集

と
　
き
　
平
成
27
年
10
月
11
日（
日
）

と
こ
ろ
　
Ｊ
Ｒ
小
松
駅
周
辺
、中
心
商
店
街
な
ど

◎「
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
」参
加
者
募
集
！

　
ど
ん
ど
ん
ま
つ
り
の
ス
テ
ー
ジ
で
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
し
ま
せ
ん
か
。

　（
申
込
多
数
の
場
合
、先
着
順
と
な
り
ま
す
）

　【
申
込
期
間
】８
月
３
日（
月
）〜
８
月
17
日（
月
）

◎「
ど
ん
ど
ん
小
松
輪
踊
り
コ
ン
テ
ス
ト
」参
加
チ
ー
ム
＆

　「
手
作
り
行
灯
」大
募
集
！

　
ど
ん
ど
ん
ま
つ
り
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
る「
ど
ん
ど
ん
小
松
輪
踊
り
」

　
で
コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施
し
ま
す
。今
年
は
手
作
り
行
灯
コ
ン
テ
ス
ト
も

　
新
設
！
入
賞
チ
ー
ム
に
は
賞
金
や
賞
品
も
あ
り
ま
す
！ 

　
企
業・団
体
の
Ｐ
Ｒ
を
し
な
が
ら
み
ん
な
で
盛
り
上
が
り
ま
せ
ん
か
。

小松市どんどんまつり実行委
員会事務局（小松商工会議所）
☎21-3121　FAX21-3120

申し込み・問い合わせ先

優勝
賞金

10万
円！

2015

募
集

こ
ま
つ
姫
御
前

こ
ま
つ
姫
御
前

お知らせinformation
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国内外販路開拓・展示会出展
  支援事業費補助金の募集

お知らせinformation ISICO
石川県産業創出支援機構

(公財)石川県産業創出支援機構
販路開拓推進部　販路開拓課
　　　　（担当　門前、澤谷）
〒920-8203 金沢市鞍月2-20

 ☎　076-267-1140
FAX 076-268-4911
E-mail hanro2@isico.or.jp

問い合わせ・提出先

追加募集

募集期間

応募方法

随時（ただし、展示会等出展の３週間前までに申請してください。）
※予算額に達した時点で募集を終了します。

書類原本を持参もしくは郵送にて２部提出して下さい。
◆提出書類
　平成27年度国内外販路開拓・展示会出展支援事業費補助金交付申請書
　下記URLからダウンロードできます。
　　→http://www.isico.or.jp/dgnet/support/36485　
　その他、下記の書類を添付してください。
　・展示会の概要と出展する製品の概要（写真・パンフレット）
　・経費の根拠資料
　　（見積書、請求書、展示会案内等で経費明細が確認できるもの）
　※展示会や製品の概要、経費が確認できない場合は、補助対象外となります。

平成27年度 

補助対象　国内外の下記地域で開催される展示会や見本市等への出展事業
　　　　　国内 ： 首都圏（東京都、神奈川県、千葉県、埼玉県）　海外 ： 中国（香港、台湾を含む）、東南アジア、欧米等
対 象 者　県内に主たる事業所を有する中小企業者、個人事業主、団体
事業期間　平成27年６月５日から平成28年３月31日までに完了する事業　※下記募集期間参照
補助対象経費　小間料、小間装飾費、展示品輸送費、印刷物作成費（海外のみ）展示会での通訳費
補助金限度額　国内 ： 30万円　海外 ： 80万円　※ただし、いずれも、補助金額が10万円以上の事業が対象
補 助 率　補助対象経費の1/2
そ の 他　・他の展示会の補助金と本補助金との重複申請は認められません。
　　　　　・1社で国内展示会と国外展示会を併せて申請することはできません。
　　　　　・本年度の補助金の交付は１事業者につき１回に限ります。
　　　　　・平成27年度中に支払った経費が補助対象となります。
　　　　　・消費税及び地方消費税については対象外です。
　　　　　・補助金の支払いは、事業終了後、精算払いとなります。

　本事業は、県内に主たる事務所を有する中小企業等が、首都圏や海外で開催される展示会等へ出展する場
合に、その費用の一部を助成することにより、県内中小企業等の販路開拓を支援するとともに、本県産業の振興・
発展を図ることを目的としています。

内
　
　容

　
７
月
12
日
、
小
松
商
工
会
議
所

に
て
、
本
所
並
び
に
小
松
珠
算
連

盟
主
催
の
加
賀
地
区
珠
算
競
技
大

会
が
開
催
さ
れ
、
小
学
校
の
部
で

は
月
津
小
、
中
学
校
の
部
で
は
御

幸
中（
Ａ
）、
高
校
の
部
で
は
小
松

商
業
高
が
団
体
優
勝
し
た
。

　
参
加
者
は
白
山
以
南
の
小
・
中
・

高
校
生
87
名
で
、
か
け
算
や
わ
り

算
、
暗
算
等
で
速
さ
と
正
確
さ
を

競
い
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮

し
た
。

◆
各
成
績
は
以
下
の
通
り

【
小
学
校
の
部
順
位
】

◇
団
体

　
①
月
津
②
串
③
広
陽

石
川
県
大
会 

部
門
別
優
勝

◎
小
学
校
６
年
生
の
部

　
　
　
末
澤
　
龍
也(

動
橋
小)

小
松
会
場 

各
学
年
優
勝
者

小
学
校
２
年
生
の
部

　
　
　
北
村
　
　
晴
（
串
小
）

小
学
校
３
年
生
の
部

　
　
　
萩
本
　
和
喜
（
串
小
）

小
学
校
４
年
生
の
部

　
　
　
金
子
　
拓
未
（
第
一
小
）

小
学
校
５
年
生
の
部

　
　
　
有
川
　
永
遠
（
月
津
小
）

小
学
校
６
年
の
部

　
　
　
末
澤
　
龍
也
（
動
橋
小
）

中
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国内外販路開拓・展示会出展
  支援事業費補助金の募集

お知らせinformation ISICO
石川県産業創出支援機構

(公財)石川県産業創出支援機構
販路開拓推進部　販路開拓課
　　　　（担当　門前、澤谷）
〒920-8203 金沢市鞍月2-20

 ☎　076-267-1140
FAX 076-268-4911
E-mail hanro2@isico.or.jp

問い合わせ・提出先

追加募集

募集期間

応募方法

随時（ただし、展示会等出展の３週間前までに申請してください。）
※予算額に達した時点で募集を終了します。

書類原本を持参もしくは郵送にて２部提出して下さい。
◆提出書類
　平成27年度国内外販路開拓・展示会出展支援事業費補助金交付申請書
　下記URLからダウンロードできます。
　　→http://www.isico.or.jp/dgnet/support/36485　
　その他、下記の書類を添付してください。
　・展示会の概要と出展する製品の概要（写真・パンフレット）
　・経費の根拠資料
　　（見積書、請求書、展示会案内等で経費明細が確認できるもの）
　※展示会や製品の概要、経費が確認できない場合は、補助対象外となります。

平成27年度 

補助対象　国内外の下記地域で開催される展示会や見本市等への出展事業
　　　　　国内 ： 首都圏（東京都、神奈川県、千葉県、埼玉県）　海外 ： 中国（香港、台湾を含む）、東南アジア、欧米等
対 象 者　県内に主たる事業所を有する中小企業者、個人事業主、団体
事業期間　平成27年６月５日から平成28年３月31日までに完了する事業　※下記募集期間参照
補助対象経費　小間料、小間装飾費、展示品輸送費、印刷物作成費（海外のみ）展示会での通訳費
補助金限度額　国内 ： 30万円　海外 ： 80万円　※ただし、いずれも、補助金額が10万円以上の事業が対象
補 助 率　補助対象経費の1/2
そ の 他　・他の展示会の補助金と本補助金との重複申請は認められません。
　　　　　・1社で国内展示会と国外展示会を併せて申請することはできません。
　　　　　・本年度の補助金の交付は１事業者につき１回に限ります。
　　　　　・平成27年度中に支払った経費が補助対象となります。
　　　　　・消費税及び地方消費税については対象外です。
　　　　　・補助金の支払いは、事業終了後、精算払いとなります。

　本事業は、県内に主たる事務所を有する中小企業等が、首都圏や海外で開催される展示会等へ出展する場
合に、その費用の一部を助成することにより、県内中小企業等の販路開拓を支援するとともに、本県産業の振興・
発展を図ることを目的としています。

内
　
　容

　
７
月
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日
、
小
松
商
工
会
議
所

に
て
、
本
所
並
び
に
小
松
珠
算
連

盟
主
催
の
加
賀
地
区
珠
算
競
技
大

会
が
開
催
さ
れ
、
小
学
校
の
部
で

は
月
津
小
、
中
学
校
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で
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御

幸
中（
Ａ
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高
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の
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小
松

商
業
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優
勝
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た
。
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加
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算
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練
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成
果
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揮

し
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。
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績
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③
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６
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２
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３
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萩
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４
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５
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６
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調査の目的▶小松市管内の景気見通しを4半期ごと
に調査し、業況判断指数DI値等によ
り景気動向を把握する。

調 査 対 象▶小松商工会議所　議員・評議員企業
225社

調 査 期 間▶平成27年6月（見込）
回　収　率▶93企業（回収率41.3％）

•鉄工機械 16社 •繊維 11社
•その他製造 14社 •建設 21社
•小売 6社 •卸売 6社
•サービス（運輸含む）　19社

主要な表現について
●業況判断　調査対象企業が自らの業績に下した判断
●ＤＩ値　DI（ディフュージョン・インデックス）とは企業の景況感を示す指数
「好調」の割合から「悪化」の割合を差し引いた値（無回答を除く）DI値がプ
ラスなら「好調」を、マイナスなら「悪化」を表す。
●前期　平成26年度第4四半期（平成27年1月～3月）
　今期　平成27年度第1四半期（平成27年4月～6月）
　来期　平成27年度第2四半期（平成27年7月～9月）

※詳細については、本所HPまたは、中小企業相談所までお問い
合わせください。
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緊急緊急 景気見通し調査報告（抜粋）

小松商工会議所 検 索

 前　期 今　期 来　期
 小松 県内 小松 県内 小松 県内

製
造
業

非
製
造
業

鉄工・機械
繊維
その他製造

製造計
建設業
小売業
卸売業
サービス業 (運輸含む )

非製造計
全　　体
改善予測

 ▲ 33.3 ― ▲ 50.0 ― 0.0 ―
 ▲ 18.2 ― 9.1 ― 40.0 ―
 0.0 ― ▲ 23.1 ― 0.0 ―
 ▲ 17.6 ▲ 10.9 ▲ 25.0 ▲ 1.7 10.3 2.9
 ▲ 26.7 ▲ 10.5 ▲ 35.0 ▲ 26.1 ▲ 5.0 ▲ 7.7
 ▲ 16.7 6.0 ▲ 33.3 0.0 0.0 ▲ 8.6
 ▲ 22.2 ▲ 25.5 ▲ 16.7 0.0 0.0 9.5
 ▲ 5.3 ▲ 11.2 ▲ 5.3 19.1 ▲ 10.5 9.4
 ▲ 16.3 ▲ 10.4 ▲ 21.6 ▲ 2.7 ▲ 5.9 0.3
 ▲ 16.9 ▲ 10.5 ▲ 23.1 ▲ 2.3 1.1 1.2
 ▲ 6.9 11.6 24.2 3.5 ― ―

（単位：DI）

（単位：DI）

（単位：DI）

（単位：DI）

（単位：DI）

■１. 景況感
　製造業については、鉄工･機械で
は前期▲33.3ポイントだったが、
今期は▲50.0ポイントと更に悪
化。来期は0.0ポイント回復の見
通しを示している。繊維において
は前期が▲18.2ポイントであった
が、今期は9.1ポイントと回復、来
期が40.0ポイントと更に回復の見
通しを示している。その他製造業
においては、前期から今期にかけ
て悪化しており来期は回復の見込
みであることが伺える。
　非製造業については、建設業が
前期▲26.7ポイントから今期▲35.0
ポイントとやや悪化傾向にあり、
来期が▲5.0ポイントと回復の予
測が伺える。小売については今期
16.6ポイント悪化、卸売は5.5ポ
イント回復、サービス業は横ばい
となっており、総じて依然厳しい
状況が続いていることが伺える。

年代別の推移
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0.0
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-50.0

-75.0
（DⅠ値）
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 Ｈ24 Ｈ25  Ｈ26  Ｈ27
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 9月 12月 3月 6月 9月 12月 3月 6月 9月 12月 前期（3月） 今期（6月） 来期（9月）
 Ｈ24 Ｈ25  Ｈ26  Ｈ27

 9月 12月 3月 6月 9月 12月 3月 6月 9月 12月 前期（3月） 今期（6月） 来期（9月）
 Ｈ24 Ｈ25  Ｈ26  Ｈ27
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-25.0
-50.0
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-100.0
（DⅠ値）

《景況感》（全産業）

製造業
非製造業
全産業
県全体
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25.0

0.0

-25.0

-50.0

-75.0
（DⅠ値） 9月 12月 3月 6月 9月 12月 3月 6月 9月 12月 前期 今期 来期

           （3月） （6月） （9月）

 Ｈ24 Ｈ25  Ｈ26  Ｈ27

 9月 12月 3月 6月 9月 12月 3月 6月 9月 12月 前期 今期 来期
           （3月） （6月） （9月）

 Ｈ24 Ｈ25  Ｈ26  Ｈ27

 9月 12月 3月 6月 9月 12月 3月 6月 9月 12月 前期 今期 来期
           （3月） （6月） （9月）

 Ｈ24 Ｈ25  Ｈ26  Ｈ27

 9月 12月 3月 6月 9月 12月 3月 6月 9月 12月 前期 今期 来期
           （3月） （6月） （9月）

 Ｈ24 Ｈ25  Ｈ26  Ｈ27

製
造
業

非
製
造
業

鉄工・機械
繊 維
その他製造
製造計

建 設 業
小 売 業
卸 売 業
サービス業
非製造計
全産業
県　内

 来期 今期 前期
 12.5 ▲ 56.3 ▲ 27.3
 30.0 9.1 ▲ 36.4
 7.7 ▲ 23.1 ▲ 9.1
 15.4 ▲ 27.5 ▲ 24.2
 ▲ 10.5 ▲ 26.3 0.0
 ▲ 16.7 ▲ 50.0 ▲ 28.6
 33.3 0.0 ▲ 22.2
 5.3 0.0 ▲ 10.5
 0.0 ▲ 16.0 ▲ 12.0
 6.7 ▲ 21.1 ▲ 16.9
 0.8 ▲ 5.5 ▲ 14.0

■２. 売上高

25.0

0.0

-25.0

-50.0

-75.0
（DⅠ値）

製
造
業

非
製
造
業

鉄工・機械
繊 維
その他製造
製造計

建 設 業
小 売 業
卸 売 業
サービス業
非製造計
全産業
県　内

 来期 今期 前期
 ▲ 6.3 ▲ 12.5 ▲ 8.3
 10.0 9.1 9.1
 ▲ 23.1 ▲ 15.4 ▲ 9.1
 ▲ 7.7 ▲ 7.5 ▲ 2.9
 ▲ 15.8 ▲ 15.8 ▲ 6.7
 ▲ 16.7 ▲ 16.7 ▲ 14.3
 16.7 16.7 ▲ 33.3
 10.5 ▲ 5.3 ▲ 5.3
 ▲ 2.0 ▲ 8.0 ▲ 12.0
 ▲ 4.5 ▲ 7.8 ▲ 8.3
 ▲ 3.0 ▲ 4.5 ▲ 8.5

■３. 売上単価

25.0

0.0

-25.0

-50.0

-75.0
（DⅠ値）

製
造
業

非
製
造
業

鉄工・機械
繊 維
その他製造
製造計

建 設 業
小 売 業
卸 売 業
サービス業
非製造計
全産業
県　内

 来期 今期 前期
 ▲ 12.5 ▲ 31.3 ▲ 25.0
 10.0 ▲ 18.2 ▲ 36.4
 ▲ 15.4 ▲ 7.7 ▲ 9.1
 ▲ 7.7 ▲ 20.0 ▲ 23.5
 ▲ 11.1 ▲ 11.1 ▲ 13.3
 ▲ 40.0 ▲ 60.0 ▲ 57.1
 0.0 ▲ 16.7 ▲ 11.1
 ▲ 5.3 ▲ 5.3 ▲ 10.5
 ▲ 10.4 ▲ 14.6 ▲ 18.0
 ▲ 9.2 ▲ 17.0 ▲ 20.2
 ▲ 4.4 ▲ 3.6 ▲ 12.3

■４. 資金繰り
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（DⅠ値）

製
造
業

非
製
造
業

鉄工・機械
繊 維
その他製造
製造計

建 設 業
小 売 業
卸 売 業
サービス業
非製造計
全産業
県　内

 来期 今期 前期
 6.3  ▲ 56.3 ▲ 33.3
 10.0 ▲ 9.1 ▲ 36.4
 0.0 ▲ 15.4 ▲ 9.1
 5.1 ▲ 30.0 ▲ 26.5
 ▲ 16.7 ▲ 33.3 ▲ 6.7
 ▲ 33.3 ▲ 33.3 ▲ 42.9
 16.7 0.0 ▲ 33.3
 ▲ 5.6 ▲ 5.6 ▲ 5.3
 ▲ 10.4 ▲ 18.8 ▲ 16.0
 ▲ 3.4 ▲ 23.9 ▲ 20.2
 ▲ 9.7 ▲ 12.5 ▲ 20.8

■５. 採算性（経常利益）

※改善予測 （「来期」見通しから「今期」を差し引いた値、プラスの場合は今期より来期の方が上昇するという予測）

《景況感》（製造業）

《景況感》（非製造業）

鉄工・機械
繊維
その他製造
県製造

建設
小売業
卸売業
サービス業
県非製造

《売上高》（全産業）

《売上単価》（全産業）

《資金繰り》（全産業）

《採算性（経常利益）》（全産業）

製造業
非製造業
全産業
県全体

製造業
非製造業
全産業
県全体

製造業
非製造業
全産業
県全体

製造業
非製造業
全産業
県全体



調査の目的▶小松市管内の景気見通しを4半期ごと
に調査し、業況判断指数DI値等によ
り景気動向を把握する。

調 査 対 象▶小松商工会議所　議員・評議員企業
225社

調 査 期 間▶平成27年6月（見込）
回　収　率▶93企業（回収率41.3％）

•鉄工機械 16社 •繊維 11社
•その他製造 14社 •建設 21社
•小売 6社 •卸売 6社
•サービス（運輸含む）　19社

主要な表現について
●業況判断　調査対象企業が自らの業績に下した判断
●ＤＩ値　DI（ディフュージョン・インデックス）とは企業の景況感を示す指数
「好調」の割合から「悪化」の割合を差し引いた値（無回答を除く）DI値がプ
ラスなら「好調」を、マイナスなら「悪化」を表す。
●前期　平成26年度第4四半期（平成27年1月～3月）
　今期　平成27年度第1四半期（平成27年4月～6月）
　来期　平成27年度第2四半期（平成27年7月～9月）

※詳細については、本所HPまたは、中小企業相談所までお問い
合わせください。
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緊急緊急 景気見通し調査報告（抜粋）

小松商工会議所 検 索

 前　期 今　期 来　期
 小松 県内 小松 県内 小松 県内

製
造
業

非
製
造
業

鉄工・機械
繊維
その他製造

製造計
建設業
小売業
卸売業
サービス業 (運輸含む )

非製造計
全　　体
改善予測

 ▲ 33.3 ― ▲ 50.0 ― 0.0 ―
 ▲ 18.2 ― 9.1 ― 40.0 ―
 0.0 ― ▲ 23.1 ― 0.0 ―
 ▲ 17.6 ▲ 10.9 ▲ 25.0 ▲ 1.7 10.3 2.9
 ▲ 26.7 ▲ 10.5 ▲ 35.0 ▲ 26.1 ▲ 5.0 ▲ 7.7
 ▲ 16.7 6.0 ▲ 33.3 0.0 0.0 ▲ 8.6
 ▲ 22.2 ▲ 25.5 ▲ 16.7 0.0 0.0 9.5
 ▲ 5.3 ▲ 11.2 ▲ 5.3 19.1 ▲ 10.5 9.4
 ▲ 16.3 ▲ 10.4 ▲ 21.6 ▲ 2.7 ▲ 5.9 0.3
 ▲ 16.9 ▲ 10.5 ▲ 23.1 ▲ 2.3 1.1 1.2
 ▲ 6.9 11.6 24.2 3.5 ― ―

（単位：DI）

（単位：DI）

（単位：DI）

（単位：DI）

（単位：DI）

■１. 景況感
　製造業については、鉄工･機械で
は前期▲33.3ポイントだったが、
今期は▲50.0ポイントと更に悪
化。来期は0.0ポイント回復の見
通しを示している。繊維において
は前期が▲18.2ポイントであった
が、今期は9.1ポイントと回復、来
期が40.0ポイントと更に回復の見
通しを示している。その他製造業
においては、前期から今期にかけ
て悪化しており来期は回復の見込
みであることが伺える。
　非製造業については、建設業が
前期▲26.7ポイントから今期▲35.0
ポイントとやや悪化傾向にあり、
来期が▲5.0ポイントと回復の予
測が伺える。小売については今期
16.6ポイント悪化、卸売は5.5ポ
イント回復、サービス業は横ばい
となっており、総じて依然厳しい
状況が続いていることが伺える。

年代別の推移
50.0

25.0

0.0

-25.0

-50.0

-75.0
（DⅠ値）
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《景況感》（全産業）

製造業
非製造業
全産業
県全体
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           （3月） （6月） （9月）

 Ｈ24 Ｈ25  Ｈ26  Ｈ27

 9月 12月 3月 6月 9月 12月 3月 6月 9月 12月 前期 今期 来期
           （3月） （6月） （9月）

 Ｈ24 Ｈ25  Ｈ26  Ｈ27

 9月 12月 3月 6月 9月 12月 3月 6月 9月 12月 前期 今期 来期
           （3月） （6月） （9月）

 Ｈ24 Ｈ25  Ｈ26  Ｈ27

 9月 12月 3月 6月 9月 12月 3月 6月 9月 12月 前期 今期 来期
           （3月） （6月） （9月）

 Ｈ24 Ｈ25  Ｈ26  Ｈ27

製
造
業

非
製
造
業

鉄工・機械
繊 維
その他製造
製造計

建 設 業
小 売 業
卸 売 業
サービス業
非製造計
全産業
県　内

 来期 今期 前期
 12.5 ▲ 56.3 ▲ 27.3
 30.0 9.1 ▲ 36.4
 7.7 ▲ 23.1 ▲ 9.1
 15.4 ▲ 27.5 ▲ 24.2
 ▲ 10.5 ▲ 26.3 0.0
 ▲ 16.7 ▲ 50.0 ▲ 28.6
 33.3 0.0 ▲ 22.2
 5.3 0.0 ▲ 10.5
 0.0 ▲ 16.0 ▲ 12.0
 6.7 ▲ 21.1 ▲ 16.9
 0.8 ▲ 5.5 ▲ 14.0

■２. 売上高
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-75.0
（DⅠ値）

製
造
業

非
製
造
業

鉄工・機械
繊 維
その他製造
製造計

建 設 業
小 売 業
卸 売 業
サービス業
非製造計
全産業
県　内

 来期 今期 前期
 ▲ 6.3 ▲ 12.5 ▲ 8.3
 10.0 9.1 9.1
 ▲ 23.1 ▲ 15.4 ▲ 9.1
 ▲ 7.7 ▲ 7.5 ▲ 2.9
 ▲ 15.8 ▲ 15.8 ▲ 6.7
 ▲ 16.7 ▲ 16.7 ▲ 14.3
 16.7 16.7 ▲ 33.3
 10.5 ▲ 5.3 ▲ 5.3
 ▲ 2.0 ▲ 8.0 ▲ 12.0
 ▲ 4.5 ▲ 7.8 ▲ 8.3
 ▲ 3.0 ▲ 4.5 ▲ 8.5

■３. 売上単価

25.0
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-25.0

-50.0

-75.0
（DⅠ値）

製
造
業

非
製
造
業

鉄工・機械
繊 維
その他製造
製造計

建 設 業
小 売 業
卸 売 業
サービス業
非製造計
全産業
県　内

 来期 今期 前期
 ▲ 12.5 ▲ 31.3 ▲ 25.0
 10.0 ▲ 18.2 ▲ 36.4
 ▲ 15.4 ▲ 7.7 ▲ 9.1
 ▲ 7.7 ▲ 20.0 ▲ 23.5
 ▲ 11.1 ▲ 11.1 ▲ 13.3
 ▲ 40.0 ▲ 60.0 ▲ 57.1
 0.0 ▲ 16.7 ▲ 11.1
 ▲ 5.3 ▲ 5.3 ▲ 10.5
 ▲ 10.4 ▲ 14.6 ▲ 18.0
 ▲ 9.2 ▲ 17.0 ▲ 20.2
 ▲ 4.4 ▲ 3.6 ▲ 12.3

■４. 資金繰り
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製
造
業

非
製
造
業

鉄工・機械
繊 維
その他製造
製造計

建 設 業
小 売 業
卸 売 業
サービス業
非製造計
全産業
県　内

 来期 今期 前期
 6.3  ▲ 56.3 ▲ 33.3
 10.0 ▲ 9.1 ▲ 36.4
 0.0 ▲ 15.4 ▲ 9.1
 5.1 ▲ 30.0 ▲ 26.5
 ▲ 16.7 ▲ 33.3 ▲ 6.7
 ▲ 33.3 ▲ 33.3 ▲ 42.9
 16.7 0.0 ▲ 33.3
 ▲ 5.6 ▲ 5.6 ▲ 5.3
 ▲ 10.4 ▲ 18.8 ▲ 16.0
 ▲ 3.4 ▲ 23.9 ▲ 20.2
 ▲ 9.7 ▲ 12.5 ▲ 20.8

■５. 採算性（経常利益）

※改善予測 （「来期」見通しから「今期」を差し引いた値、プラスの場合は今期より来期の方が上昇するという予測）

《景況感》（製造業）

《景況感》（非製造業）

鉄工・機械
繊維
その他製造
県製造

建設
小売業
卸売業
サービス業
県非製造

《売上高》（全産業）

《売上単価》（全産業）

《資金繰り》（全産業）

《採算性（経常利益）》（全産業）

製造業
非製造業
全産業
県全体

製造業
非製造業
全産業
県全体

製造業
非製造業
全産業
県全体

製造業
非製造業
全産業
県全体
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地域を超えて連携を深め、
 時代と社会に合わせた
  ＹＥＧ活動を推進！

地域を超えて連携を深め、
 時代と社会に合わせた
  ＹＥＧ活動を推進！

地域を超えて連携を深め、
 時代と社会に合わせた
  ＹＥＧ活動を推進！

平成27年度 石川県商工会議所青年部連合会　松本会長インタビュー

「YEG」 (若き企業家集団)とは..
商工会議所青年部の英語名(Ｙｏｕｎｇ　Ｅｎｔｒｅｐｒｅｎ
ｅｕｒｓ　Ｇｒｏｕｐ)の頭文字をとったもので、同時に商
工会議所青年部の持つコンセプト(若さ、情熱、広
い視野)を持った経営者＝Ｙｏｕｔｈ，Ｅｎｅｒｇｙ，Ｇｅｎｅｒ
ａｌｉｓｔを表しています。

石川県商工会議所青年部連合会　第１７代会長
松本　賢一（松本電機㈱ 代表取締役社長）

昭和41年6月13日生まれ。
平成14年4月、小松商工会議所青年部に入会、理事、副会長、会長等を歴任し、
平成27年4月1日より石川県商工会議所青年部連合会会長に就任。

本
年
４
月
に
石
川
県
商
工
会
議
所
青
年
部
連
合
会
の

第
17
代
会
長
と
な
ら
れ
た
松
本
賢
一
さ
ん
に
、
会
長

と
し
て
の
抱
負
や
今
後
の
事
業
内
容
な
ど
に
つ
い
て

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
い
ま
し
た
。

　本所青年部では、異業種交流や意見交換、研修会による資質向上、ヒューマ
ンネットワークづくりなどを目的に活動する青年部会員を随時募集しています。
入会方法等につきましてはお気軽に下記の事務局までお問い合わせください。
　　　　　　　　　　　　小松商工会議所青年部事務局　☎0761-21-3121

　
石
川
県
連
Ｙ
Ｅ
Ｇ
会
長
と
し
て
の
抱
負
は
？

　
今
春
、
北
陸
新
幹
線
金
沢
・
長
野
間
が
開
業
し
、
人
・
モ
ノ
・
文
化
の
交
流
が
こ
れ
ま
で
以
上
に

活
発
化
し
て
い
ま
す
。
そ
の
効
果
を
地
域
に
取
り
込
め
る
よ
う
活
動
し
て
い
る
県
内
の
６
つ
の
商
工

会
議
所
青
年
部
の
連
携
を
さ
ら
に
強
化
し
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
た
広
域
的
な
活
動
を
展
開
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
石
川
県
連
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
活
動
内
容
は
？

　
今
年
度
の
主
な
事
業
と
し
て
は
、

●
県
内
各
Ｙ
Ｅ
Ｇ
へ
の
連
絡
・
調
整
、
交
流
と
連
携
強
化
。

●
会
員
大
会
「
珠
洲
大
会
」
の
開
催
支
援
と
会
員
相
互
の
親
睦
を
図
る
。

●
日
本
Ｙ
Ｅ
Ｇ
北
陸
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
輪
島
大
会
開
催
へ
の
支
援
。

●
全
国
商
工
会
議
所
女
性
会
連
合
会
石
川
全
国
大
会
へ
の
人
的
支
援
。

●
企
業
経
営
に
繋
が
る
研
修
会
の
企
画
・
実
施
。

●
関
係
諸
団
体
と
の
連
絡
・
調
整
、
各
種
大
会
へ
の
積
極
的
な
参
加
並
び
に
情
報
共
有
。

な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
そ
の
中
で
、
時
代
や
社
会
の
変
化
を
と
ら
え
つ
つ
、
会
員
自
身
の

成
長
に
つ
な
が
る
活
動
に
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
Ｙ
Ｅ
Ｇ
活
動
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
お
考
え
で
す
か
？

　
Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ
ー
は
、
今
で
は
全
国
約
３
０
，
０
０
０
名
に
の
ぼ
り
ま
す
。
県
内
外
の
Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ

ン
バ
ー
と
の
交
流
の
中
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
が
持
つ
課
題
・
問
題
点
を
共
有
し
、
地
域
の
現
状
に

対
し
何
が
で
き
る
か
を
常
に
意
識
し
、
各
種
活
動
に
結
び
付
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
一
言
お
願
い
し
ま
す
。

　
私
た
ち
事
業
を
営
む
経
営
者
は
地
域
に
根
ざ
し
、
と
も
に
歩
む
こ
と
が
最
も
大
切
と
考
え
て
い
ま

す
。
先
輩
経
営
者
の
皆
様
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
石
川
県
連
Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ
ー
313
会
員
が
一
丸
と

な
り
、
地
域
の
原
動
力
の
一
つ
と
な
れ
る
よ
う
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ご
支
援
の

ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

基本方針を述べる松本会長 石川県連ＹＥＧ通常総会（5月）

会員募集中！小松商工会議所青年部

Interview
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平成27年度 石川県商工会議所青年部連合会　松本会長インタビュー

「YEG」 (若き企業家集団)とは..
商工会議所青年部の英語名(Ｙｏｕｎｇ　Ｅｎｔｒｅｐｒｅｎ
ｅｕｒｓ　Ｇｒｏｕｐ)の頭文字をとったもので、同時に商
工会議所青年部の持つコンセプト(若さ、情熱、広
い視野)を持った経営者＝Ｙｏｕｔｈ，Ｅｎｅｒｇｙ，Ｇｅｎｅｒ
ａｌｉｓｔを表しています。

石川県商工会議所青年部連合会　第１７代会長
松本　賢一（松本電機㈱ 代表取締役社長）

昭和41年6月13日生まれ。
平成14年4月、小松商工会議所青年部に入会、理事、副会長、会長等を歴任し、
平成27年4月1日より石川県商工会議所青年部連合会会長に就任。

本
年
４
月
に
石
川
県
商
工
会
議
所
青
年
部
連
合
会
の

第
17
代
会
長
と
な
ら
れ
た
松
本
賢
一
さ
ん
に
、
会
長

と
し
て
の
抱
負
や
今
後
の
事
業
内
容
な
ど
に
つ
い
て

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
い
ま
し
た
。

　本所青年部では、異業種交流や意見交換、研修会による資質向上、ヒューマ
ンネットワークづくりなどを目的に活動する青年部会員を随時募集しています。
入会方法等につきましてはお気軽に下記の事務局までお問い合わせください。
　　　　　　　　　　　　小松商工会議所青年部事務局　☎0761-21-3121

　
石
川
県
連
Ｙ
Ｅ
Ｇ
会
長
と
し
て
の
抱
負
は
？

　
今
春
、
北
陸
新
幹
線
金
沢
・
長
野
間
が
開
業
し
、
人
・
モ
ノ
・
文
化
の
交
流
が
こ
れ
ま
で
以
上
に

活
発
化
し
て
い
ま
す
。
そ
の
効
果
を
地
域
に
取
り
込
め
る
よ
う
活
動
し
て
い
る
県
内
の
６
つ
の
商
工

会
議
所
青
年
部
の
連
携
を
さ
ら
に
強
化
し
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
た
広
域
的
な
活
動
を
展
開
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
石
川
県
連
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
活
動
内
容
は
？

　
今
年
度
の
主
な
事
業
と
し
て
は
、

●
県
内
各
Ｙ
Ｅ
Ｇ
へ
の
連
絡
・
調
整
、
交
流
と
連
携
強
化
。

●
会
員
大
会
「
珠
洲
大
会
」
の
開
催
支
援
と
会
員
相
互
の
親
睦
を
図
る
。

●
日
本
Ｙ
Ｅ
Ｇ
北
陸
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
輪
島
大
会
開
催
へ
の
支
援
。

●
全
国
商
工
会
議
所
女
性
会
連
合
会
石
川
全
国
大
会
へ
の
人
的
支
援
。

●
企
業
経
営
に
繋
が
る
研
修
会
の
企
画
・
実
施
。

●
関
係
諸
団
体
と
の
連
絡
・
調
整
、
各
種
大
会
へ
の
積
極
的
な
参
加
並
び
に
情
報
共
有
。

な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
そ
の
中
で
、
時
代
や
社
会
の
変
化
を
と
ら
え
つ
つ
、
会
員
自
身
の

成
長
に
つ
な
が
る
活
動
に
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
Ｙ
Ｅ
Ｇ
活
動
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
お
考
え
で
す
か
？

　
Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ
ー
は
、
今
で
は
全
国
約
３
０
，
０
０
０
名
に
の
ぼ
り
ま
す
。
県
内
外
の
Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ

ン
バ
ー
と
の
交
流
の
中
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
が
持
つ
課
題
・
問
題
点
を
共
有
し
、
地
域
の
現
状
に

対
し
何
が
で
き
る
か
を
常
に
意
識
し
、
各
種
活
動
に
結
び
付
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
一
言
お
願
い
し
ま
す
。

　
私
た
ち
事
業
を
営
む
経
営
者
は
地
域
に
根
ざ
し
、
と
も
に
歩
む
こ
と
が
最
も
大
切
と
考
え
て
い
ま

す
。
先
輩
経
営
者
の
皆
様
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
石
川
県
連
Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ
ー
313
会
員
が
一
丸
と

な
り
、
地
域
の
原
動
力
の
一
つ
と
な
れ
る
よ
う
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ご
支
援
の

ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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会議所の動き

7
7
　
本
所
で
は
、
ア
ク
サ
生
命
保
険
㈱
と
の
共
催
並
び
に
全
国
健
康
保
険
協
会
石
川
支
部
後

援
に
よ
る
『
タ
ニ
タ
食
堂
健
康
セ
ミ
ナ
ー
』
を
開
催
し
た
。

　
第
１
部
で
は
、
㈱
タ
ニ
タ
ヘ
ル
ス
リ
ン
ク
所
属
の
栄
養
管
理
士

村
松
え
り
子
氏
に
よ
る
、
い
ま
話
題
の
「
タ
ニ
タ
の
社
員
食
堂
」

で
実
践
し
て
い
る
健
康
づ
く
り
の
方
法
や
食
材
選
び
な
ど
と
と
も

に
、
日
常
簡
単
に
取
り
組
め
る
ポ
イ
ン
ト
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　
第
２
部
で
は
、「
社
会
保
険
セ
ミ
ナ
ー
」
と
し
て
全
国
健
康
保

険
協
会
石
川
支
部
企
画
総
務
グ
ル
ー
プ
長
　
加
能
宏
氏
か
ら
健

康
保
険
制
度
の
仕
組
み
や
役
割
に
つ
い
て
、
ま
た
第
３
部
は
ア
ク

サ
生
命
保
険
㈱
北
陸
支
社
長
の
黒
沢
晃
氏
よ
り
「
ア
ク
サ
生
命

Ｃ
Ｒ
活
動
」
に
つ
い
て
、「
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
」
や
「
セ
カ
ン
ド
オ

ピ
ニ
オ
ン
」
更
に
は
「
糖
尿
病
」
の
自
己
管
理
等
詳
細
な
説
明
と

と
も
に
、
ア
ク
サ
メ
デ
ィ
カ
ル
ア
シ
ス
タ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
に
よ
る
、

だ
れ
で
も
無
料
で
利
用
で
き
る
「
健
康
ア
プ
リHealth

　U

」

の
紹
介
が
あ
り
、参
加
者
１
２
０
名
は
そ
れ
ぞ
れ
の
説
明
を
通
し
、

健
康
管
理
の
大
切
さ
を
再
認
識
し
た
セ
ミ
ナ
ー
と
な
っ
た
。

㈱タニタ　村松えり子氏

社
会
保
険
セ
ミ
ナ
ー
＆
ア
ク
サ
生
命
Ｃ
Ｒ
活
動

タニタ食堂健康セミナー

会議所の動き

小松商工会議所［2015.8］

6
30
　
ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト
小
松
に
お
い
て
、平
成
27
年
度
南
加
賀

商
工
観
光
推
進
協
議
会（
会
長 

和
田 

衞
）総
会
が
開
催
さ
れ
、南

加
賀
の
商
工
会
議
所・商
工
会
等
関
係
者
ら
30
名
が
出
席
し
た
。

　
開
会
に
際
し
、会
長
の
和
田
衞
小
松
商
工
会
議
所
会
頭
は
、

「
北
陸
新
幹
線
金
沢
開
業
に
よ
り
首
都
圏
と
人
や
モ
ノ
の
交
流

が
深
ま
る
こ
の
千
載一遇
の
好
機
を
活
か
し
て
、南
加
賀
の
更
な

る
魅
力
の
磨
き
上
げ
、個
性
あ
る
地
域
づ
く
り
の
推
進
を
図
り
、

広
域
連
携
で
南
加
賀
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
行
き
た
い
」と
挨

拶
し
た
。

　
議
案
審
議
で
は
、平
成
26
年
度
事
業
報
告・収
支
決
算
の
承
認

の
後
、平
成
27
年
度
事
業
計
画
と
し
て
、「
い
し
か
わ
食
の
て
ん
こ

も
り
フ
ェ
ス
タ
」へ
の
出
展
に
よ
る
南
加
賀
地
域
グ
ル
メ
や
食
の

魅
力
発
信
、九
谷
焼・山
中
漆
器
の
利
活
用
促
進
な
ど
の
各
種
事

業
の
実
施
及
び
収
支
予
算
が
承
認
さ
れ
た
。

挨拶する和田会頭

南
加
賀
の
魅
力
の
磨
き
上
げ
、個
性
あ
る
地
域
づ
く
り
推
進

南加賀商工観光推進協議会 6 26
28

　
６
月
26
日
、27
日
、28
日
の
３
日
間
、市
内
７
ケ
所
で
カ
ブ
ッ
キ
ー
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

３
７
，０
０
０
冊
が
販
売
さ
れ
た
。１
冊
１
０
，０
０
０
円
で
、プ
レ
ミ
ア
ム
率
は
15
％
で
あ

る
。

　
当
日
は
朝
早
く
か
ら
購
買
者
の
列
が
並
び
、ど
の
個

所
も
販
売
開
始
か
ら
２
時
間
で
完
売
し
た
。

　
今
回
の
商
品
券
は
個
人
消
費
の
低
迷
を
受
け
、地
域

の
消
費
を
喚
起
す
る
た
め
、国
が
創
設
し
た「
地
域
住

民
生
活
等
緊
急
支
援
の
た
め
の
交
付
金
」を
活
用
し
た

も
の
で
あ
る
。

　
商
品
券
の
有
効
期
限
は
、12
月
25
日
ま
で
で
あ
り
、市

内
約
３
０
０
店
舗
の
お
店（
登
録
店
は
の
ぼ
り
旗
が
設

置
し
て
あ
る
）で
使
用
が
可
能
で
あ
る
。

カ
ブ
ッ
キ
ー
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
販
売

カブッキープレミアム商品券

小松空港国際化推進協議会
北
陸
新
幹
線
と
共
に
共
存
共
栄
を
図
り
相
乗
効
果
を
あ
げ
て
い
く
こ
と
が
重
要挨拶する和田会頭議案審議講師の庄司郁氏

北畠能房宮司によるお祓い健保協会　加納　宏氏

7
14
　
本
所
中
小
企
業
対
策
委
員
会
（
委
員
長
：
藤
井
寛
治
）
で
は
、

去
る
７
月
14
日（
火
）
富
山
県
射
水
市
に
あ
る
㈱
三
協
立
山
株
式
会

社
射
水
工
場
を
視
察
し
た
。

　
委
員一行
は
、Ｃ
Ｓ
Ｒ
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
推
進
課
長
池
田
義
人
氏

よ
り
、
経
営
方
針
や
事
業
内
容
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
そ
の
後
、

ア
ル
ミ
の
塊「
ビ
レ
ッ
ト
」が
５
０
０
℃
に
加
熱
さ
れ
金
型
を
通
り
抜

け
押
し
出
さ
れ
ア
ル
ミ
形
材
と
な
る
過
程
を
見
学
、
表
面
処
理
工

程
で
は
用
途
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
の
水
槽
で
ア
ル
ミ
材
に
色
を
つ
け
る

作
業
過
程
を
見
学
し
た
。
工
場
内
は
外
気
温
よ
り
４
度
位
高
く
委

員
メ
ン
バ
ー
は
汗
を
拭
い
な
が
ら
も
興
味
深
く
見
入
り
、
ア
ル
ミ
工

場
の
現
場
を
肌
で
感
じ
る
視
察
と
な
っ
た
。

　
そ
の
後
の
質
疑
応
答
で
は
、
環
境
に
対
す
る
取
組
み
に
つ
い
て
な

ど
様
々
な
質
問
が
上
が
り
、
大
変
参
考
に
な
る
視
察
と
な
っ
た
。

　
同
社
製
品
は
、
東
京
駅
丸
の
内
駅
舎
の
サ
ッ
シ
や
新
湊
大
橋
等
に

広
く
採
用
さ
れ
て
い
る
。

説明する池田課長

三
協
立
山
ア
ル
ミ
工
場
を
視
察

中小企業対策委員会 北陸新幹線建設促進石川県民会議
平成27年度総会

7
11

6
30

6
30

小松市議会経済建設常任委員会
委員長の吉村範明氏

小
松
市
の
企
業
誘
致
政
策
に
つ
い
て

産業政策委員会

　
６
月
30
日
、ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト
小
松
に
お
い
て
、平
成
27
年
度
小
松
空
港
国
際
化
推

進
協
議
会（
理
事
長
：
和
田
衞
）総
会
が
開
催
さ
れ
、県
内
商
工
会
議
所
関
係
者
ら
57
名
が

出
席
し
た
。

　
開
会
に
際
し
、理
事
長
の
和
田
衞
小
松
商
工
会
議
所
会
頭

は
、｢

平
成
26
年
度
の
小
松
空
港
の
利
用
状
況
は
、３
年
連
続
し

て
２
０
０
万
人
の
大
台
に
達
し
約
２
１
３
万
人
と
な
っ
た
。国
際

線
は
、台
北
便
が
好
調
で
、就
航
以
来
初
め
て
10
万
人
を
突
破

し
、国
際
線
全
体
の
利
用
者
数
は
５
年
連
続
で
過
去
最
高
を
更

新
す
る
約
19
万
人
と
な
っ
た
。今
後
の
小
松
空
港
は
、３
月
14
日

に
開
業
し
た
北
陸
新
幹
線
と
共
に
共
存
共
栄
を
図
り
な
が
ら

相
乗
効
果
を
上
げ
て
い
く
こ
と
が
重
要
に
な
る
」と
挨
拶
し
た
。

　
議
案
審
議
で
は
、平
成
26
年
度
事
業
報
告
、収
支

決
算
が
承
認
さ
れ
た
。ま
た
、平
成
27
年
度
事
業
計

画
と
し
て
、６
月
に
本
格
運
用
を
開
始
し
た
台
北

便
に
よ
る
貨
物
輸
送
の
利
用
促
進
な
ど
、近
隣
ア

ジ
ア
で
の
新
規
ビ
ジ
ネ
ス
開
拓
、貿
易
ビ
ジ
ネ
ス
支

援
を
強
化
し
、小
松
空
港
の
貨
物
需
要
の
拡
大
、通

関
量
増
加
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を
説

明
。そ
の
他
、国
際・国
内
線
旅
客
路
線
既
存
路
線

の
充
実
強
化
や
新
規
路
線
の
開
設
促
進
に
向
け
た

事
業
等
の
実
施
及
び
収
支
予
算
が
承
認
さ
れ
た
。

　
総
会
後
に
開
催
し
た
特
別
講
演
会
で
は
、石
川

県
企
画
振
興
部
次
長
庄
司
郁
氏
を
講
師
に
招
き

「
小
松
空
港
の
活
性
化
と
こ
れ
か
ら
に
向
け
て
」と

題
し
て
講
演
が
あ
っ
た
。割
安
な
乗
継
便
利
用
促

進
や
お
得
な
旅
行
商
品
券
を
発
行
す
る
な
ど
、羽

田
便
の
利
用
促
進
を
図
る
こ
と
を
説
明
。｢

新
幹
線
開
業
効
果

で
北
陸
の
注
目
度
は
首
都
圏
だ
け
で
な
く
全
国
へ
と
広
が
っ
て

い
る
。更
に
効
果
を
広
め
て
い
き
た
い｣

と
話
し
た
。本
講
演
会

に
は
、本
所
の
空
港・都
市
政
策
委
員
会（
委
員
長
：
堀
伸
市
）

も
参
加
し
、小
松
空
港
活
性
化
推
進
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
た
。

　
特
別
講
演
会
後
、協
議
会
内
の
小
松
空
港
活
用
型
ビ
ジ
ネ
ス

展
開
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
会（
委
員
長
：
上
田
真
）を
開

催
。今
年
度
事
業
の
詳
細
な
内
容
を
確
認
し
た
。

〜

　
北
陸
新
幹
線
建
設
促
進
県
民
会
議
平
成
27
年
度
総
会
が
石
川
県

地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
さ
れ
、
本
所
よ
り
議
員
・
評

議
員
ら
約
30
名
が
出
席
し
た
。

　
は
じ
め
に
県
民
会
議
名
誉
会
長
の
谷
本
正
憲
石
川
県
知
事
、
県

民
会
議
会
長
の
深
山
彬
石
川
県
商
工
会
議
所
連
合
会
会
頭
の
挨
拶

が
あ
り
、
そ
の
後
、
平
成
26
年
度
事
業
報
告
と
平
成
26
年
度
歳
入

歳
出
決
算
、
平
成
27
年
度
事
業
方
針
及
び
事
業
計
画
、
平
成
27
年

度
歳
入
歳
出
予
算
、
役
員
選
任
に
つ
い
て
の
議
案
審
議
、
来
賓
の

地
元
選
出
国
会
議
員
か
ら
の
情
勢
報
告
が
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
北
陸
新
幹
線
の
フ
ル
規
格
に
よ
る
全
線
整
備
が一日
も
早

く
実
現
さ
れ
る
よ
う
、
金
沢
・
敦
賀
間
に
つ
い
て
の
整
備
促
進
、
金

沢
・
福
井
間
の
先
行
開
業
の
検
討
、
白
山
駅（
仮
称
）の
設
置
、
敦

賀
以
西
の
ル
ー
ト
決
定
に
向
け
た
調
査
を
進
め
、
大
阪
ま
で
の
フ
ル

規
格
に
よ
る
整
備
方
針
を
早
期
に
明
確
化
し
、
大
阪
ま
で
の
早
期

全
通
を
図
る
こ
と
、
並
行
在
来
線
の
安
定
的
な
経
営
に
向
け
た
支

援
拡
充
、
公
共
事
業
費
の
拡
充
・
重
点
配
分
、
幅
広
い
観
点
か
ら

の
財
源
確
保
、
沿
線
の
地
方
自
治
体
に
過
度
の
負
担
が
生
じ
な
い

よ
う
、
十
分
な
財
政
措
置
を
講
じ
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
、
関
係
機

関
に
強
く
要
望
し
て
い
く
こ
と
を
決
議
し
た
。

　
本
所
産
業
政
策
委
員
会
（
委
員
長
：
近
江
裕
二
）
は
、｢

小
松
市
の
企

業
誘
致
政
策
に
つ
い
て｣

と
題
し
て
、
小
松
市
議
会
経
済
建
設
常
任
委

員
会
（
委
員
長
：
吉
村
範
明
、
副
委
員
長
：
新
田
寛
之
）
６
名
と
意
見

交
換
会
を
行
っ
た
。

　
本
委
員
会
か
ら
は「
正
連
寺
地
区
の
産
業
団
地
は
ど
の
よ
う
な
状
況

か
」「
沖
・
清
六
地
区
の
大
型
複
合
施
設
計
画
に
つ
い
て
、
片
道一車
線
で

は
道
路
混
雑
が
予
想
さ
れ
る
が
対
策
は
ど
う
か
」「
北
陸
新
幹
線
の
用
地

買
収
に
つ
い
て
３
年
前
倒
し
と
あ
る
が
、
小
松
市
の
用
地
買
収
は
計
画

通
り
な
の
か
」「
幸
八
幡
線
か
ら
国
道
８
号（
小
松
バ
イ
パ
ス
）に
接
続
す

る
こ
と
で
交
通
量
は
ど
う
な
る
の
か
」な
ど
の
意
見
や
産
業
政
策
推
進
を

求
め
る
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　
市
議
会
か
ら
は
、「
正
連
寺
地
区
は
産
業
団
地
と
し
て
の
位
置
づ
け
で

あ
り
、多
様
な
業
界
か
ら
誘
致
を
進
め
る
方
向
性
で
あ
る
」「
沖
周
辺
は

幸
八
幡
線
接
続
す
る
だ
け
で
は
渋
滞
す
る
こ
と
必
至
で
あ
り
、交
通
分

散
の
方
策
を
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
」「
企
業
誘
致
に
あ
た
っ
て
工

業
用
水
確
保
が
急
務
で
あ
る
」な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　
そ
の
ほ
か
、小
松
短
期
大
学
の
４
年
制
移
行
、駅
前
大
和
跡
地
の
利
用

方
法
に
つ
い
て
も
話
題
と
な
り
、産
業
の
み
な
ら
ず
活
発
な
意
見
交
換
が

行
わ
れ
、今
後
も
小
松
市
の
産
業
を
盛
り
上
げ
る
た
め
に
連
携
を
深
め
て

行
く
事
で
閉
会
し
た
。

深山会長挨拶

北
陸
新
幹
線
の
早
期
全
線
整
備
に
向
け
て
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会議所の動き

7
7
　
本
所
で
は
、
ア
ク
サ
生
命
保
険
㈱
と
の
共
催
並
び
に
全
国
健
康
保
険
協
会
石
川
支
部
後

援
に
よ
る
『
タ
ニ
タ
食
堂
健
康
セ
ミ
ナ
ー
』
を
開
催
し
た
。

　
第
１
部
で
は
、
㈱
タ
ニ
タ
ヘ
ル
ス
リ
ン
ク
所
属
の
栄
養
管
理
士

村
松
え
り
子
氏
に
よ
る
、
い
ま
話
題
の
「
タ
ニ
タ
の
社
員
食
堂
」

で
実
践
し
て
い
る
健
康
づ
く
り
の
方
法
や
食
材
選
び
な
ど
と
と
も

に
、
日
常
簡
単
に
取
り
組
め
る
ポ
イ
ン
ト
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　
第
２
部
で
は
、「
社
会
保
険
セ
ミ
ナ
ー
」
と
し
て
全
国
健
康
保

険
協
会
石
川
支
部
企
画
総
務
グ
ル
ー
プ
長
　
加
能
宏
氏
か
ら
健

康
保
険
制
度
の
仕
組
み
や
役
割
に
つ
い
て
、
ま
た
第
３
部
は
ア
ク

サ
生
命
保
険
㈱
北
陸
支
社
長
の
黒
沢
晃
氏
よ
り
「
ア
ク
サ
生
命

Ｃ
Ｒ
活
動
」
に
つ
い
て
、「
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
」
や
「
セ
カ
ン
ド
オ

ピ
ニ
オ
ン
」
更
に
は
「
糖
尿
病
」
の
自
己
管
理
等
詳
細
な
説
明
と

と
も
に
、
ア
ク
サ
メ
デ
ィ
カ
ル
ア
シ
ス
タ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
に
よ
る
、

だ
れ
で
も
無
料
で
利
用
で
き
る
「
健
康
ア
プ
リHealth

　U

」

の
紹
介
が
あ
り
、参
加
者
１
２
０
名
は
そ
れ
ぞ
れ
の
説
明
を
通
し
、

健
康
管
理
の
大
切
さ
を
再
認
識
し
た
セ
ミ
ナ
ー
と
な
っ
た
。

㈱タニタ　村松えり子氏

社
会
保
険
セ
ミ
ナ
ー
＆
ア
ク
サ
生
命
Ｃ
Ｒ
活
動

タニタ食堂健康セミナー

会議所の動き

小松商工会議所［2015.8］

6
30
　
ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト
小
松
に
お
い
て
、平
成
27
年
度
南
加
賀

商
工
観
光
推
進
協
議
会（
会
長 

和
田 

衞
）総
会
が
開
催
さ
れ
、南

加
賀
の
商
工
会
議
所・商
工
会
等
関
係
者
ら
30
名
が
出
席
し
た
。

　
開
会
に
際
し
、会
長
の
和
田
衞
小
松
商
工
会
議
所
会
頭
は
、

「
北
陸
新
幹
線
金
沢
開
業
に
よ
り
首
都
圏
と
人
や
モ
ノ
の
交
流

が
深
ま
る
こ
の
千
載一遇
の
好
機
を
活
か
し
て
、南
加
賀
の
更
な

る
魅
力
の
磨
き
上
げ
、個
性
あ
る
地
域
づ
く
り
の
推
進
を
図
り
、

広
域
連
携
で
南
加
賀
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
行
き
た
い
」と
挨

拶
し
た
。

　
議
案
審
議
で
は
、平
成
26
年
度
事
業
報
告・収
支
決
算
の
承
認

の
後
、平
成
27
年
度
事
業
計
画
と
し
て
、「
い
し
か
わ
食
の
て
ん
こ

も
り
フ
ェ
ス
タ
」へ
の
出
展
に
よ
る
南
加
賀
地
域
グ
ル
メ
や
食
の

魅
力
発
信
、九
谷
焼・山
中
漆
器
の
利
活
用
促
進
な
ど
の
各
種
事

業
の
実
施
及
び
収
支
予
算
が
承
認
さ
れ
た
。

挨拶する和田会頭

南
加
賀
の
魅
力
の
磨
き
上
げ
、個
性
あ
る
地
域
づ
く
り
推
進

南加賀商工観光推進協議会 6 26
28

　
６
月
26
日
、27
日
、28
日
の
３
日
間
、市
内
７
ケ
所
で
カ
ブ
ッ
キ
ー
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

３
７
，０
０
０
冊
が
販
売
さ
れ
た
。１
冊
１
０
，０
０
０
円
で
、プ
レ
ミ
ア
ム
率
は
15
％
で
あ

る
。

　
当
日
は
朝
早
く
か
ら
購
買
者
の
列
が
並
び
、ど
の
個

所
も
販
売
開
始
か
ら
２
時
間
で
完
売
し
た
。

　
今
回
の
商
品
券
は
個
人
消
費
の
低
迷
を
受
け
、地
域

の
消
費
を
喚
起
す
る
た
め
、国
が
創
設
し
た「
地
域
住

民
生
活
等
緊
急
支
援
の
た
め
の
交
付
金
」を
活
用
し
た

も
の
で
あ
る
。

　
商
品
券
の
有
効
期
限
は
、12
月
25
日
ま
で
で
あ
り
、市

内
約
３
０
０
店
舗
の
お
店（
登
録
店
は
の
ぼ
り
旗
が
設

置
し
て
あ
る
）で
使
用
が
可
能
で
あ
る
。

カ
ブ
ッ
キ
ー
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
販
売

カブッキープレミアム商品券

小松空港国際化推進協議会
北
陸
新
幹
線
と
共
に
共
存
共
栄
を
図
り
相
乗
効
果
を
あ
げ
て
い
く
こ
と
が
重
要挨拶する和田会頭議案審議講師の庄司郁氏

北畠能房宮司によるお祓い健保協会　加納　宏氏

7
14
　
本
所
中
小
企
業
対
策
委
員
会
（
委
員
長
：
藤
井
寛
治
）
で
は
、

去
る
７
月
14
日（
火
）
富
山
県
射
水
市
に
あ
る
㈱
三
協
立
山
株
式
会

社
射
水
工
場
を
視
察
し
た
。

　
委
員一行
は
、Ｃ
Ｓ
Ｒ
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
推
進
課
長
池
田
義
人
氏

よ
り
、
経
営
方
針
や
事
業
内
容
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
そ
の
後
、

ア
ル
ミ
の
塊「
ビ
レ
ッ
ト
」が
５
０
０
℃
に
加
熱
さ
れ
金
型
を
通
り
抜

け
押
し
出
さ
れ
ア
ル
ミ
形
材
と
な
る
過
程
を
見
学
、
表
面
処
理
工

程
で
は
用
途
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
の
水
槽
で
ア
ル
ミ
材
に
色
を
つ
け
る

作
業
過
程
を
見
学
し
た
。
工
場
内
は
外
気
温
よ
り
４
度
位
高
く
委

員
メ
ン
バ
ー
は
汗
を
拭
い
な
が
ら
も
興
味
深
く
見
入
り
、
ア
ル
ミ
工

場
の
現
場
を
肌
で
感
じ
る
視
察
と
な
っ
た
。

　
そ
の
後
の
質
疑
応
答
で
は
、
環
境
に
対
す
る
取
組
み
に
つ
い
て
な

ど
様
々
な
質
問
が
上
が
り
、
大
変
参
考
に
な
る
視
察
と
な
っ
た
。

　
同
社
製
品
は
、
東
京
駅
丸
の
内
駅
舎
の
サ
ッ
シ
や
新
湊
大
橋
等
に

広
く
採
用
さ
れ
て
い
る
。

説明する池田課長

三
協
立
山
ア
ル
ミ
工
場
を
視
察

中小企業対策委員会 北陸新幹線建設促進石川県民会議
平成27年度総会

7
11

6
30

6
30

小松市議会経済建設常任委員会
委員長の吉村範明氏

小
松
市
の
企
業
誘
致
政
策
に
つ
い
て

産業政策委員会

　
６
月
30
日
、ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト
小
松
に
お
い
て
、平
成
27
年
度
小
松
空
港
国
際
化
推

進
協
議
会（
理
事
長
：
和
田
衞
）総
会
が
開
催
さ
れ
、県
内
商
工
会
議
所
関
係
者
ら
57
名
が

出
席
し
た
。

　
開
会
に
際
し
、理
事
長
の
和
田
衞
小
松
商
工
会
議
所
会
頭

は
、｢

平
成
26
年
度
の
小
松
空
港
の
利
用
状
況
は
、３
年
連
続
し

て
２
０
０
万
人
の
大
台
に
達
し
約
２
１
３
万
人
と
な
っ
た
。国
際

線
は
、台
北
便
が
好
調
で
、就
航
以
来
初
め
て
10
万
人
を
突
破

し
、国
際
線
全
体
の
利
用
者
数
は
５
年
連
続
で
過
去
最
高
を
更

新
す
る
約
19
万
人
と
な
っ
た
。今
後
の
小
松
空
港
は
、３
月
14
日

に
開
業
し
た
北
陸
新
幹
線
と
共
に
共
存
共
栄
を
図
り
な
が
ら

相
乗
効
果
を
上
げ
て
い
く
こ
と
が
重
要
に
な
る
」と
挨
拶
し
た
。

　
議
案
審
議
で
は
、平
成
26
年
度
事
業
報
告
、収
支

決
算
が
承
認
さ
れ
た
。ま
た
、平
成
27
年
度
事
業
計

画
と
し
て
、６
月
に
本
格
運
用
を
開
始
し
た
台
北

便
に
よ
る
貨
物
輸
送
の
利
用
促
進
な
ど
、近
隣
ア

ジ
ア
で
の
新
規
ビ
ジ
ネ
ス
開
拓
、貿
易
ビ
ジ
ネ
ス
支

援
を
強
化
し
、小
松
空
港
の
貨
物
需
要
の
拡
大
、通

関
量
増
加
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を
説

明
。そ
の
他
、国
際・国
内
線
旅
客
路
線
既
存
路
線

の
充
実
強
化
や
新
規
路
線
の
開
設
促
進
に
向
け
た

事
業
等
の
実
施
及
び
収
支
予
算
が
承
認
さ
れ
た
。

　
総
会
後
に
開
催
し
た
特
別
講
演
会
で
は
、石
川

県
企
画
振
興
部
次
長
庄
司
郁
氏
を
講
師
に
招
き

「
小
松
空
港
の
活
性
化
と
こ
れ
か
ら
に
向
け
て
」と

題
し
て
講
演
が
あ
っ
た
。割
安
な
乗
継
便
利
用
促

進
や
お
得
な
旅
行
商
品
券
を
発
行
す
る
な
ど
、羽

田
便
の
利
用
促
進
を
図
る
こ
と
を
説
明
。｢

新
幹
線
開
業
効
果

で
北
陸
の
注
目
度
は
首
都
圏
だ
け
で
な
く
全
国
へ
と
広
が
っ
て

い
る
。更
に
効
果
を
広
め
て
い
き
た
い｣

と
話
し
た
。本
講
演
会

に
は
、本
所
の
空
港・都
市
政
策
委
員
会（
委
員
長
：
堀
伸
市
）

も
参
加
し
、小
松
空
港
活
性
化
推
進
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
た
。

　
特
別
講
演
会
後
、協
議
会
内
の
小
松
空
港
活
用
型
ビ
ジ
ネ
ス

展
開
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
会（
委
員
長
：
上
田
真
）を
開

催
。今
年
度
事
業
の
詳
細
な
内
容
を
確
認
し
た
。

〜

　
北
陸
新
幹
線
建
設
促
進
県
民
会
議
平
成
27
年
度
総
会
が
石
川
県

地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
さ
れ
、
本
所
よ
り
議
員
・
評

議
員
ら
約
30
名
が
出
席
し
た
。

　
は
じ
め
に
県
民
会
議
名
誉
会
長
の
谷
本
正
憲
石
川
県
知
事
、
県

民
会
議
会
長
の
深
山
彬
石
川
県
商
工
会
議
所
連
合
会
会
頭
の
挨
拶

が
あ
り
、
そ
の
後
、
平
成
26
年
度
事
業
報
告
と
平
成
26
年
度
歳
入

歳
出
決
算
、
平
成
27
年
度
事
業
方
針
及
び
事
業
計
画
、
平
成
27
年

度
歳
入
歳
出
予
算
、
役
員
選
任
に
つ
い
て
の
議
案
審
議
、
来
賓
の

地
元
選
出
国
会
議
員
か
ら
の
情
勢
報
告
が
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
北
陸
新
幹
線
の
フ
ル
規
格
に
よ
る
全
線
整
備
が一日
も
早

く
実
現
さ
れ
る
よ
う
、
金
沢
・
敦
賀
間
に
つ
い
て
の
整
備
促
進
、
金

沢
・
福
井
間
の
先
行
開
業
の
検
討
、
白
山
駅（
仮
称
）の
設
置
、
敦

賀
以
西
の
ル
ー
ト
決
定
に
向
け
た
調
査
を
進
め
、
大
阪
ま
で
の
フ
ル

規
格
に
よ
る
整
備
方
針
を
早
期
に
明
確
化
し
、
大
阪
ま
で
の
早
期

全
通
を
図
る
こ
と
、
並
行
在
来
線
の
安
定
的
な
経
営
に
向
け
た
支

援
拡
充
、
公
共
事
業
費
の
拡
充
・
重
点
配
分
、
幅
広
い
観
点
か
ら

の
財
源
確
保
、
沿
線
の
地
方
自
治
体
に
過
度
の
負
担
が
生
じ
な
い

よ
う
、
十
分
な
財
政
措
置
を
講
じ
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
、
関
係
機

関
に
強
く
要
望
し
て
い
く
こ
と
を
決
議
し
た
。

　
本
所
産
業
政
策
委
員
会
（
委
員
長
：
近
江
裕
二
）
は
、｢

小
松
市
の
企

業
誘
致
政
策
に
つ
い
て｣

と
題
し
て
、
小
松
市
議
会
経
済
建
設
常
任
委

員
会
（
委
員
長
：
吉
村
範
明
、
副
委
員
長
：
新
田
寛
之
）
６
名
と
意
見

交
換
会
を
行
っ
た
。

　
本
委
員
会
か
ら
は「
正
連
寺
地
区
の
産
業
団
地
は
ど
の
よ
う
な
状
況

か
」「
沖
・
清
六
地
区
の
大
型
複
合
施
設
計
画
に
つ
い
て
、
片
道一車
線
で

は
道
路
混
雑
が
予
想
さ
れ
る
が
対
策
は
ど
う
か
」「
北
陸
新
幹
線
の
用
地

買
収
に
つ
い
て
３
年
前
倒
し
と
あ
る
が
、
小
松
市
の
用
地
買
収
は
計
画

通
り
な
の
か
」「
幸
八
幡
線
か
ら
国
道
８
号（
小
松
バ
イ
パ
ス
）に
接
続
す

る
こ
と
で
交
通
量
は
ど
う
な
る
の
か
」な
ど
の
意
見
や
産
業
政
策
推
進
を

求
め
る
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　
市
議
会
か
ら
は
、「
正
連
寺
地
区
は
産
業
団
地
と
し
て
の
位
置
づ
け
で

あ
り
、多
様
な
業
界
か
ら
誘
致
を
進
め
る
方
向
性
で
あ
る
」「
沖
周
辺
は

幸
八
幡
線
接
続
す
る
だ
け
で
は
渋
滞
す
る
こ
と
必
至
で
あ
り
、交
通
分

散
の
方
策
を
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
」「
企
業
誘
致
に
あ
た
っ
て
工

業
用
水
確
保
が
急
務
で
あ
る
」な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　
そ
の
ほ
か
、小
松
短
期
大
学
の
４
年
制
移
行
、駅
前
大
和
跡
地
の
利
用

方
法
に
つ
い
て
も
話
題
と
な
り
、産
業
の
み
な
ら
ず
活
発
な
意
見
交
換
が

行
わ
れ
、今
後
も
小
松
市
の
産
業
を
盛
り
上
げ
る
た
め
に
連
携
を
深
め
て

行
く
事
で
閉
会
し
た
。

深山会長挨拶

北
陸
新
幹
線
の
早
期
全
線
整
備
に
向
け
て
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入場無
料

平成27年度   小松商工会議所会員大会

※駐車場が混雑します。車の場合、乗り合わせてお越しください。 小松商工会議所会報
チラシ同封サービスのご案内
小松商工会議所会報

チラシ同封サービスのご案内
　
本
所
で
は
毎
月
会
報
を
発
行
す
る

際
に
、会
員
事
業
所
の
皆
様
の
製
品
や

商
品
、セ
ミ
ナ
ー
イ
ベ
ン
ト
等
の
Ｐ
Ｒ

チ
ラ
シ
を
会
報
に
同
封
し
て
お
届
け

す
る「
チ
ラ
シ
同
封
サ
ー
ビ
ス
」を
実

施
し
て
お
り
ま
す
。

　
ご
希
望
の
方
は
、お
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
送
付
日

　
毎
月
１
回（
毎
月
１
日
送
付
予
定
）

▼
チ
ラ
シ
サ
イ
ズ

　
Ａ
４・Ｂ
５
サ
イ
ズ（
基
準
サ
イ
ズ
）

▼
利
用
料
金

　
４
１
，１
６
０
円（
税
込
）　
　

▼
送
付
先

　
本
所
会
員
事
業
所
、関
係
官
公
庁
・

　
団
体
、全
国
の
商
工
会
議
所
な
ど

▼
発
行
部
数

　
毎
月
約
３
，６
０
０
部

▼
申
込
締
切

　
送
付
希
望
月
の
前
月
10
日

▼
納
品
期
日

　
送
付
希
望
月
の
前
月
20
日
ま
で
に

　
本
所
、ま
た
は
指
定
業
者
へ
納
品
し

　
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
方
法

　
所
定
の
申
込
用
紙
が
ご
ざ
い
ま
す

　
の
で
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
小
松
商
工
会
議
所 

総
務
財
政
課
　

　
☎（
０
７
６
１
）21・３
１
２
１

PRチラシ

　
本
所
で
は
少
人
数
の
社
内
会
議
か

ら
２
０
０
名
を
超
え
る
大
型
研
修
会

ま
で
様
々
な
用
途
で
ご
利
用
い
た
だ

け
る
会
議
室
を
ご
提
供
し
て
お
り
ま

す
。会
員
事
業
所
割
引
も
ご
ざ
い
ま
す

の
で
、お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

●
利
用
時
間

　
午
前
９
時
〜
午
後
９
時

●
休
館
日

　
年
末
年
始（
12
／
31
〜
１
／
３
）

※

そ
の
他
閉
館
と
な
る
日
も
ご
ざ
い
ま
す
。

●
施
設
案
内

　
大
小
会
議
室
、研
修
室
11
室
、

　
駐
車
場
１
０
０
台
、冷
暖
房
完
備

●
料
金・申
し
込
み

　
事
業
課
ま
で
お
電
話
に
て
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
小
松
商
工
会
議
所 

事
業
課
　

　
☎（
０
７
６
１
）21・３
１
２
１

〜

　
平
成
27
年
７
月
21
日
よ
り
小
松

商
工
会
議
所
に
入
所
し
、
事
業
課

に
配
属
と
な
り
会
館
管
理
を
担
当

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
豊
根
道
也

と
申
し
ま
す
。
　

　
今
後
は
会
館
を
利
用
さ
れ
る
皆

様
方
の
為
、
日
々
努
力
を
惜
し
ま

ず
、
皆
様
方
の
お
力
に
な
れ
る
よ

う
努
め
て
参
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ご
あ
い
さ
つ

ご
あ
い
さ
つ事業課　会館管理係（嘱託職員）

豊 根 道 也

お知らせinformation

石川県 田中商工労働部長

　本
所
で
は
、
石
川
県
商
工
労
働
部
長
の
田
中
新
太
郎
氏
を
講

師
に
招
い
て
の
議
員
・
評
議
員
合
同
懇
談
会
を
開
催
し
、
62
名

が
出
席
し
た
。
講
演
で
は
、
石
川
県
の
経
済
・
雇
用
情
勢
や
中

小
企
業
振
興
条
例
等
に
つ
い
て
、
グ
ラ
フ
や
具
体
例
を
用
い
な
が

ら
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　
田
中
氏
は
講
演
の
中
で
、「
雇
用
情
勢
は
着
実
に
改
善
し
て
い

る
が
、
企
業
の
人
手
不
足
感
は一
段
と
高
ま
っ
て
い
る
。
特
に
、

北
陸
新
幹
線
の
開
業
効
果
に
加
え
て
、
県
内
企
業
の
生
産
も
好

調
な
た
め
、
関
連
す
る
建
築
・
販
売
業
に
係
る
有
効
求
人
倍
率

が
高
く
、
中
小
企
業
の
人
材
不
足
が
新
た
な
課
題
に
な
っ
て
い
ま

す
。」
と
話
し
た
。

　
ま
た
、平
成
27
年
度
の
石
川
県
産
業
施
策
に
つ
い
て
、新
製
品
開

発
に
よ
る
新
規
事
業
の
創
出
や
国
際
展
開
の
拡
大
、戦
略
的
企
業

誘
致
の
推
進
や
産
業
人
材
の
総
合
育
成・確
保
等
と
い
っ
た
、様
々

な
産
業
成
長
戦
略
の
実
施
を
説
明
し
た
。

将
来
に
向
け
て
就
業
体
験

真剣に作業に取り組む実習生

　本
所
で
は
、
石
川
県
立
小
松
商
業
高
等
学
校
が
実
施
し
て
い
る
企
業
実
習
に
協
力

し
た
。

　
同
校
の
企
業
実
習
は
、
早
期
の
職
業
観
・
勤
労
観
の
醸

成
と
生
徒
の
学
習
意
欲
の
喚
起
を
目
的
と
し
、「
キ
ャ
リ
ア

教
育
」
の一環
と
し
て
毎
年
実
施
し
て
い
る
。
本
年
度
の
実

習
日
は
７
月
21
日（
火
）〜
23
日（
木
）の
３
日
間
で
、
本
所

は
２
名
の
実
習
生
を
受
け
入
れ
た
。

　
実
習
で
は
受
付
業
務
や
書
類
整
理
、パ
ソ
コ
ン
で
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
作
成
等
に
取
り
組
み
、
実
習
生
は
慣
れ
な
い
作

業
に
奮
闘
し
な
が
ら
も
職
員
と
と
も
に
業
務
に
励
ん
だ
。

　
最
終
日
、
実
習
生
は「
３
日
間
の
実
習
を
通
じ
て
、
多

く
の
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
ま
た
、
職
場
の
雰
囲
気
な
ど

も
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
、
今
回
の
経
験
を
将
来
に
役
立

て
て
い
き
た
い
で
す
」
と
実
習
を
振
り
返
っ
た
。

小松商工会議所会館小松商工会議所会館

貸会議室のご案内

ホームページ
小松商工会議所「貸会議室」
http://www.komatcci.co.jp
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い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
小
松
商
工
会
議
所 

総
務
財
政
課
　

　
☎（
０
７
６
１
）21・３
１
２
１

PRチラシ

　
本
所
で
は
少
人
数
の
社
内
会
議
か

ら
２
０
０
名
を
超
え
る
大
型
研
修
会

ま
で
様
々
な
用
途
で
ご
利
用
い
た
だ

け
る
会
議
室
を
ご
提
供
し
て
お
り
ま

す
。会
員
事
業
所
割
引
も
ご
ざ
い
ま
す

の
で
、お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

●
利
用
時
間

　
午
前
９
時
〜
午
後
９
時

●
休
館
日

　
年
末
年
始（
12
／
31
〜
１
／
３
）

※

そ
の
他
閉
館
と
な
る
日
も
ご
ざ
い
ま
す
。

●
施
設
案
内

　
大
小
会
議
室
、研
修
室
11
室
、

　
駐
車
場
１
０
０
台
、冷
暖
房
完
備

●
料
金・申
し
込
み

　
事
業
課
ま
で
お
電
話
に
て
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
小
松
商
工
会
議
所 

事
業
課
　

　
☎（
０
７
６
１
）21・３
１
２
１

〜

　
平
成
27
年
７
月
21
日
よ
り
小
松

商
工
会
議
所
に
入
所
し
、
事
業
課

に
配
属
と
な
り
会
館
管
理
を
担
当

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
豊
根
道
也

と
申
し
ま
す
。
　

　
今
後
は
会
館
を
利
用
さ
れ
る
皆

様
方
の
為
、
日
々
努
力
を
惜
し
ま

ず
、
皆
様
方
の
お
力
に
な
れ
る
よ

う
努
め
て
参
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ご
あ
い
さ
つ

ご
あ
い
さ
つ事業課　会館管理係（嘱託職員）

豊 根 道 也

お知らせinformation

石川県 田中商工労働部長

　本
所
で
は
、
石
川
県
商
工
労
働
部
長
の
田
中
新
太
郎
氏
を
講

師
に
招
い
て
の
議
員
・
評
議
員
合
同
懇
談
会
を
開
催
し
、
62
名

が
出
席
し
た
。
講
演
で
は
、
石
川
県
の
経
済
・
雇
用
情
勢
や
中

小
企
業
振
興
条
例
等
に
つ
い
て
、
グ
ラ
フ
や
具
体
例
を
用
い
な
が

ら
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　
田
中
氏
は
講
演
の
中
で
、「
雇
用
情
勢
は
着
実
に
改
善
し
て
い

る
が
、
企
業
の
人
手
不
足
感
は一
段
と
高
ま
っ
て
い
る
。
特
に
、

北
陸
新
幹
線
の
開
業
効
果
に
加
え
て
、
県
内
企
業
の
生
産
も
好

調
な
た
め
、
関
連
す
る
建
築
・
販
売
業
に
係
る
有
効
求
人
倍
率

が
高
く
、
中
小
企
業
の
人
材
不
足
が
新
た
な
課
題
に
な
っ
て
い
ま

す
。」
と
話
し
た
。

　
ま
た
、平
成
27
年
度
の
石
川
県
産
業
施
策
に
つ
い
て
、新
製
品
開

発
に
よ
る
新
規
事
業
の
創
出
や
国
際
展
開
の
拡
大
、戦
略
的
企
業

誘
致
の
推
進
や
産
業
人
材
の
総
合
育
成・確
保
等
と
い
っ
た
、様
々

な
産
業
成
長
戦
略
の
実
施
を
説
明
し
た
。

将
来
に
向
け
て
就
業
体
験

真剣に作業に取り組む実習生

　本
所
で
は
、
石
川
県
立
小
松
商
業
高
等
学
校
が
実
施
し
て
い
る
企
業
実
習
に
協
力

し
た
。

　
同
校
の
企
業
実
習
は
、
早
期
の
職
業
観
・
勤
労
観
の
醸

成
と
生
徒
の
学
習
意
欲
の
喚
起
を
目
的
と
し
、「
キ
ャ
リ
ア

教
育
」
の一環
と
し
て
毎
年
実
施
し
て
い
る
。
本
年
度
の
実

習
日
は
７
月
21
日（
火
）〜
23
日（
木
）の
３
日
間
で
、
本
所

は
２
名
の
実
習
生
を
受
け
入
れ
た
。

　
実
習
で
は
受
付
業
務
や
書
類
整
理
、パ
ソ
コ
ン
で
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
作
成
等
に
取
り
組
み
、
実
習
生
は
慣
れ
な
い
作

業
に
奮
闘
し
な
が
ら
も
職
員
と
と
も
に
業
務
に
励
ん
だ
。

　
最
終
日
、
実
習
生
は「
３
日
間
の
実
習
を
通
じ
て
、
多

く
の
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
ま
た
、
職
場
の
雰
囲
気
な
ど

も
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
、
今
回
の
経
験
を
将
来
に
役
立

て
て
い
き
た
い
で
す
」
と
実
習
を
振
り
返
っ
た
。

小松商工会議所会館小松商工会議所会館

貸会議室のご案内

ホームページ
小松商工会議所「貸会議室」
http://www.komatcci.co.jp
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「
ビ
ヨ
ン
ド
２
０
２
０
に
は

新
し
い
ヒ
ッ
ト
が
生
ま
れ
る
」

　　２
０
２
０
年
に
開
か
れ
る
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
メ
ー
ン
会
場
で
あ
る
国
立
競
技

場
の
建
設
に
つ
い
て
、間
に
合
う
の
か
ど

う
か
が
話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。前
年
に

は
ラ
グ
ビ
ー
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
も
開
か

れ
る
と
あ
っ
て
、期
限
は
意
外
と
す
ぐ
に

や
っ
て
来
ま
す
。

　オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
に
向
け
て
は
、競

技
場
の
よ
う
な
建
築
物
だ
け
で
な
く
、さ

ま
ざ
ま
な
イ
ン
フ
ラ
投
資
が
行
わ
れ
る

た
め
、一時
的
に
景
気
は
良
く
な
り
ま
す
。

こ
れ
を
機
に
新
し
い
テ
レ
ビ
を
買
っ
た

り
、遠
方
か
ら
の
観
戦
ツ
ア
ー
な
ど
個
人

消
費
も
刺
激
す
る
要
素
が
あ
り
ま
す
。

　消
費
や
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
ト
レ
ン
ド
を
考

え
る
上
で
、さ
ま
ざ
ま
な
業
界
で
話
題
に

な
っ
て
い
る
の
が「
ビ
ヨ
ン
ド
２
０
２
０
」

（
２
０
２
０
年
を
超
え
て
）と
い
う
言
葉
で

す
。１
９
６
４
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
と
き
も
、開
催
後
に
不
況
が
や
っ
て
来

ま
し
た
。投
資
や
消
費
を
先
食
い
す
る
反

動
が
あ
る
た
め
、あ
る
程
度
は
仕
方
な
い

面
が
あ
り
ま
す
。前
回
と
違
う
の
は
、日

本
の
年
齢
人
口
構
成
が
、２
０
２
０
年
を

超
え
る
と
65
歳
以
上
の
人
口
が
増
え
高

齢
化
す
る
こ
と
で
す
。オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

翌
々
年
に
は
他
の
世
代
と
比
べ
て
も
人

数
の
多
い
昭
和
22
年
生
ま
れ（
団
塊
の
世

代
の
最
初
の
年
に
当
た
る
）が
す
ぐ
に
75

歳
を
迎
え
て
後
期
高
齢
者
に
な
り
ま
す
。

そ
う
な
る
と
、外
食
産
業
や
衣
料
、娯
楽

な
ど
に
関
連
し
た
消
費
は
減
少
す
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。一方
で
、医
療・介

護
な
ど
の
市
場
は
拡
大
す
る
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

　こ
の
分
野
で
は
、す
で
に
新
し
い
ヒ
ッ

ト
商
品
が
登
場
し
て
く
る
兆
し
が
見
え

て
い
ま
す
。例
え
ば
、龍
角
散
の「
ら
く
ら

　「若
杉
南
」交
差
点
か
ら
木
場
潟
方

面
へ
２
０
０ｍ「
若
杉
東
」バ
ス
停
前
に
、

今
回
ご
紹
介
す
る「
う
ど
ん
工
房
　

穂
の
香
」さ
ん
が
あ
る
。

　創
業
37
年
、小
松
う
ど
ん
専
門
店

と
し
て
平
成
25
年
12
月
に
現
在
の
地

に
移
転
オ
ー
プ
ン
。麺
も
だ
し
も
す

べ
て
自
家
製
、で
き
る
限
り
地
元
産

の
旬
の
食
材
を
使
用
す
る
と
い
っ
た

こ
だ
わ
り
の
店
で
あ
る
。

　「毎
日
通
っ
て
も
飽
き
な
い
よ
う
な

お
店
に
し
た
い
」と
代
表
の
谷
口
さ

ん
。そ
の
た
め

か
お
客
様
は

常
連
さ
ん
も

多
く
、老
若

男
女
、フ
ァ
ミ

リ
ー
か
ら
ビ

ジ
ネ
ス
客
ま

で
幅
広
く
人

気
が
あ
り
、女
性
客
も
多
い
そ
う
だ
。

　い
ち
押
し
は
や
は
り「
小
松
う
ど

ん
」。「
勧
進
帳
う
ど
ん
」を
は
じ
め
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ
レ
ン
ド
の
カ
レ
ー

ル
ー
と
の
愛
称
が
抜
群
の「
カ
レ
ー

う
ど
ん
」、８
種
類
の
具
材
か
ら
の

旨
み
が
た
っ
ぷ
り
詰
ま
っ
た
贅
沢
な

「
鍋
焼
き
う
ど
ん
」

等
々
こ
だ
わ
り
の

メ
ニュ
ー
が
並
ぶ
。

ま
た
、ミ
ニ
う
ど

ん
が
付
く
週
替
り

定
食
も
人
気
が
あ

り
、地
元
産
の
食

材
を
使
っ
た
小
鉢

○所在地　小松市若杉町３-21
○TEL  0761-21-9418　
○営業時間　11時～15時
　　　　　　17時30分～20時30分
○定休日　毎週月曜日
　　　　　（祝日の場合は火曜日）
○座席数　26席
○駐車場　10台
○URL  http://www.honoka-
　　　　　　　　komatuudon.jp/
★フェイスブックページもありますの
で「いいね！」してくださいね！
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うどん工房穂の香店舗

く
服
薬
ゼ
リ
ー
」は
錠
剤
の
嚥
下（
え
ん

げ
）を
助
け
る
ゼ
リ
ー
状
の
オ
ブ
ラ
ー
ト

で
す
。２
０
１
３
年
５
月
発
売
と
い
う
新

し
い
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
商
品
で
す
が
、昨
年

度
は
売
り
上
げ
が
10
億
円
を
超
え
る

ヒ
ッ
ト
商
品
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　こ
れ
ま
で
は
直
接
医
療・介
護
系
の
ビ

ジ
ネ
ス
を
手
掛
け
て
い
な
か
っ
た
地
方
の

企
業
に
も
チ
ャ
ン
ス
は
巡
っ
て
き
ま
す
。

例
え
ば
、介
護
食
で
使
う
と
ろ
み
剤
や
ゼ

リ
ー
剤
を
手
掛
け
る
和
歌
山
市
の
会
社・

宮
源
は
、も
と
を
た
ど
れ
ば
江
戸
時
代
か

ら
続
く
餅
屋
さ
ん
で
し
た
。

　医
療
や
食
と
い
っ
た
分
野
だ
け
で
な

く
、宅
配
サ
ー
ビ
ス
な
ど
物
流
業
界
の
進

化
形
と
し
て
の
訪
問
介
護
や
遠
隔
地
か

ら
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
進
化
さ
せ

る
た
め
の
情
報
通
信
系
技
術
分
野
に
も

新
た
な
市
場
が
立
ち
上
が
っ
て
く
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　ビ
ヨ
ン
ド
２
０
２
０
に
は
、一時
的
な
景

気
後
退
は
避
け
ら
れ
な
い
と
思
い
ま
す

が
、そ
の
先
に
起
き
る
消
費
構
造
の
変
化

を
見
据
え
て
、今
か
ら
商
品
企
画
や
サ
ー

ビ
ス
開
発
な
ど
に
手
を
付
け
て
お
く
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

 

日
経
Ｂ
Ｐ
ヒ
ッ
ト
総
合
研
究
所

　
　
　
　上
席
研
究
員
　渡
辺
　和
博

 

渡
辺
　和
博
／
わ
た
な
べ・か
ず
ひ
ろ

　日
経
Ｂ
Ｐ
ヒ
ッ
ト
総
合
研
究
所
上
席
研
究

員
。日
経
Ｂ
Ｐ
社
が
発
行
す
る
日
経
ト
レ
ン

デ
ィ
は
、マ
ー
ケ
ッ
ト
の
動
き
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
の
在
り
方
な
ど
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、

「
商
品
」と「
サ
ー
ビ
ス
」の
新
し
い
潮
流
を
取

り
上
げ
紹
介
す
る
情
報
誌
。世
の
中
の
ト
レ
ン

ド
や
流
行
、新
製
品・サ
ー
ビ
ス
の
動
向
な
ど
、

生
活
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
情
報
を
幅
広
く
分

析
し
、紹
介
し
て
い
る
。

　第
47
全
国
商
工
会
議
所
女
性
会

連
合
会
石
川
全
国
大
会
の
Ｐ
Ｒ
の

た
め
に
県
内
の
女
性
会
メ
ン
バ
ー

58
名
が
愛
知
県
を
訪
問
し
た
。当

会
か
ら
は
島
節
子
会
長
を
含
め
９

名
が
参
加
し
た
。

　７
月
21
日（
火
）Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ

ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
コ
ー
ト

名
古
屋
で
開
催
さ
れ
た
愛
知
県
商

工
会
議
所
女
性
会
連
合
会
総
会
の

懇
親
会
に
て
10
月
に
金
沢
に
て
開

催
さ
れ
る
石
川
全
国
大
会
へ
の
参

加
を
呼
び
か
け
た
。

　そ
の
後
江
戸
時
代
の
絞
り
商
家

の
家
並
み
を
残
し
た
有
松・鳴
海

絞
会
館
に
て
伝
統
の
技
が
今
に
息

づ
く「
有
松
絞
り
」の
４
０
０
年
の

歴
史
や
布
を
針
に
引
っ
掛
け
絞
っ

て
い
く
技
法
を
学
び
三
浦
絞
り
の

実
演
作
業
を
見
学
し
た
。

石川全国大会のPRを行うメンバー

有松・鳴海絞会館にて

第
47
回
全
国
商
工
会
議
所

女
性
会
連
合
会
石
川
全
国
大
会
を
Ｐ
Ｒ

代 表　谷口   智美

うどん工房

穂の香

これからの季節にピッタリ
ざるうどん

人気№1勧進帳うどん

こだわりの自家製麺

は
５
種
類
か
ら
２
つ
選
ぶ
こ
と
が
で

き
楽
し
め
る
。常
連
さ
ん
は
毎
回
選

ぶ
の
に
困
っ
て
い
る
ほ
ど
。更
に
う
ど

ん
と
の
セ
ッ
ト
メ
ニ
ュ
ー
に
も
選
べ
る

小
鉢
や
選
べ
る
ご
飯(

ラ
イ
ス・お
に

ぎ
り・い
な
り
す
し・太
巻
き・押
し
寿

司・に
ぎ
り
す
し)

が
付
く
の
で
、こ
れ

な
ら
毎
日
通
っ
て
も
飽
き
そ
う
に
な

い
。　毎

月
11
日
は
小
松
う
ど
ん
の
日
と

し
て
、毎
月
期
間
限
定
メ
ニ
ュ
ー
を
提

供
し
て
い
る
。ジ
ビ
エ
を
使
っ
た
う
ど

ん
も
期
間
限
定
で
提
供
さ
れ
る
の
で
、

是
非
こ
だ
わ
り
の
小
松
う
ど
ん
を
味

わ
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

8

360
   糸町
─

─
   若杉南

─
   沖町東

市立
高校前
│

若杉西
│

加賀↓

金沢↑

バロー
●

★うどん工房
　　　穂の香

GS●
　

●
小松市立
　高校

●
八幡神社

●
小松
工業高校

荒木病院
●

N─
─
   吉竹東

清六町
東
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「
地
域
発
ヒ
ッ
ト
に
必
要
な

デ
ザ
イ
ン
の
３
要
素
」

○所在地
　小松市今江町７丁目416-4番地
○ＴＥＬ  0761-５８-０８１４
○ＦＡＸ  0761-５８-０８３２
○営業時間　１０時～１８時
○定休日　日・月・祝
○ＵＲＬ  http://anzunoki-4.com/

代 表　斎藤  和美

手作り工房パン＆お菓子

あんずの木

〝
小
松
の
大
麦
畑
〞か
ら

　笑
顔
に
な
る
パ
ン
や
ス
イ
ー
ツ
を
お
届
け
！

　
小
松
産
大
麦
を
使
っ
た
パ
ン
や
お

菓
子
を
お
届
け
し
て
い
る『
あ
ん
ず

の
木
』。

　
店
内
に
入
る
と
オ
ー
ナ
ー
の
斎
藤

和
美
さ
ん
と
看
板
娘
の
梨
菜
さ
ん
が

笑
顔
で
出
迎
え
て
く
れ
る
。

　
あ
ん
ず
の
木
で
は
、小
松
産
大
麦

ペ
ー
ス
ト
を
パ
ン
生
地
に
練
り
込
み

独
自
の
製
法
で
パ
ン
つ
く
り
を
し
て

い
る
。

　
大
麦
ペ
ー
ス
ト
を
煉
り
込
む
事
で
、

パ
ン
の
柔
ら
か
さ
が
３
日
〜
４
日
保

持
す
る
。ま
た
、冷
ケ
ー
ス
に
入
れ
て

も
パ
サ
つ
か
な
い
為
サ
ン
ド
イ
ッ
チ

用
に
も
適
し
て
い
る
。こ
れ
は
、大
麦

ペ
ー
ス
ト
が
持
つ
、自
然
な
る
乳
化

の
作
用
だ
。

　
大
ヒ
ッ
ト
中
の『
小
松
シ
ャ
ン
　
デ

ュ
　
オ
ル
ジ
ュ
』シ
リ
ー
ズ
!!
お
客
様

が
笑
顔
に
な
り
ま
す
よ
う
に
と
願
い

を
込
め
た『
し
あ
わ
せ
ス
イ
ー
ツ
』、

大
麦
ラ
ス
ク・大
麦
ワ
ッ
フ
ル・大
麦

チ
ュ
イ
ー
ル・大
麦
シ
リ
ア
ル・大
麦

グ
ラ
ノ
ー
ラ
の
５
種
類
が
あ
る
。小

松
の
大
麦
畑
か
ら
美
味
し
い
も
の
を

お
届
け
し
た
い
と
の
思
い
で
、新
し
い

商
品
作
り
に
毎
日
試
行
錯
誤
し
て
い

る
。 

　
毎
月
第
４
日
曜

日
に
は
、瀬
領
町
の

せ
せ
ら
ぎ
の
郷
で
、

60
歳
以
上
を
対
象

と
し
た『
大
人
の
パ

ン
教
室
』を
開
催
。

　
皆
様
の
健
康
を

考
え
、大
麦
ペ
ー
ス

ト
を
使
っ
た
パ
ン
と

簡
単
に
作
れ
る
お
菓
子
な
ど
を
教
え

て
い
る
。簡
単
に
作
れ
る
と
言
う
事

も
あ
り
毎
回
好
評
だ
。

　
今
後
は
更
に『
健
康
志
向
』重
視
で

地
元
の
素
材
を
使
っ
た
商
品
を
美
味

し
く
お
届
け
出
来
る
よ
う
に
と
想
い

を
巡
ら
せ
て
い
る
。

　
優
し
い
や
わ
ら
か
手
作
り
パ
ン
と

お
菓
子
に
出
逢
い
に
出
か
け
て
み
ま

せ
ん
か
？

お
店
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は

〝
猫
〞。手
作
り
パ
ン
や
お
菓
子
を
子

猫
た
ち
が
お
客
さ
ま
の
元
へ
届
け
て

行
く
。そ
ん
な
イ
メ
ー
ジ
か
ら
選
ん

だ
そ
う
。

かわいい装飾が目印 あんずキャット

看板娘の梨菜さん

シリアルとグラノーラ

　
先
日
、高
知
商
工
会
議
所
の
販
路
開

拓
セ
ミ
ナ
ー
で
高
知
県
に
行
き
、西
部
の

四
万
十
川
や
土
佐
清
水
な
ど
の
エ
リ
ア

も
巡
っ
て
き
ま
し
た
。海
産
物
や
地
域
の

農
作
物
を
使
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
土
産
品

が
企
画
さ
れ
て
い
た
の
で
す
が
、味
や
品

質
は
良
い
の
に「
こ
れ
は
売
れ
な
い
だ
ろ

う
な
」と
思
う
も
の
が
い
く
つ
も
あ
り
ま

し
た
。そ
う
思
う
原
因
の一つ
に
パ
ッ
ケ
ー

ジ
デ
ザ
イ
ン
が
あ
り
ま
す
。一
緒
に
商
品

を
チ
ェッ
ク
し
た
バ
イ
ヤ
ー
と
も
、デ
ザ

イ
ン
や
ネ
ー
ミ
ン
グ
に
つ
い
て
あ
れ
こ
れ

議
論
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
、地
域
発
ヒ
ッ
ト
商
品
を
つ
く

る
た
め
に
必
要
な
デ
ザ
イ
ン
と
は
何
か

を
考
え
て
み
ま
す
。「
モ
ノ
は
良
い
の
に
売

れ
な
い
」と
い
う
言
葉
が
、ま
さ
に
デ
ザ

イ
ン
の
必
要
性
を
象
徴
し
て
い
ま
す
。つ

ま
り
、そ
の
物
が
持
っ
て
い
る
価
値
が
、目

に
見
え
る
形
に
表
現
さ
れ
て
い
な
い
の
で

す
。中
に
は
、デ
ザ
イ
ナ
ー
に
依
頼
し
て
、

き
れ
い
に
ま
と
め
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、価
値
が
見
え
な
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
地
域
発
ヒ
ッ
ト
を
狙
う
商

品
は
、そ
も
そ
も
知
名
度
が
あ
ま
り
あ
り

ま
せ
ん
。そ
こ
か
ら
、消
費
者
に
買
っ
て
も

ら
う
た
め
に
は
、パ
ッ
ケ
ー
ジ
や
ネ
ー
ミ

ン
グ
が
担
う
役
割
が
と
て
も
大
き
い
の

で
す
。私
は
デ
ザ
イ
ン
に
必
要
な
も
の
は

次
の
三
つ
だ
と
思
い
ま
す
。「
こ
れ
は
何

か
が
分
か
る
こ
と
」「
御
利
益
や
特
徴
が

何
か
す
ぐ
分
か
る
こ
と
」「
注
目
さ
れ
る

た
め
の
仕
掛
け
が
あ
る
こ
と
」で
す
。

　
昨
今
の
消
費
者
は
、コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
に
う
る
さ
い
だ
け
で
な
く
、品
物

選
び
に
お
い
て
失
敗
を
避
け
た
い
と
い

う
気
持
ち
が
非
常
に
強
く
な
っ
て
い
ま

す
。お
金
を
払
っ
て
購
入
し
た
も
の
が
期

待
に
そ
ぐ
わ
な
い
こ
と
を
恐
れ
る
の
で

す
。三
番
目
の「
注
目
さ
れ
る
た
め
の
仕

掛
け
」は
、た
く
さ
ん
の
競
合
製
品
の
中

で
、ま
ず
手
に
取
っ
て
も
ら
う
た
め
に
必

要
な
ネ
ー
ミ
ン
グ
や
デ
ザ
イ
ン
で
す
。

　
高
知
県
の
二
つ
の
例
を
紹
介
し
ま
す
。

「
吉
平
の
あ
わ
せ
し
ょ
う
が
」と「
ご
っ
く

ん
馬
路
村
」で
す
。前
者
は
高
知
名
産
の

シ
ョ
ウ
ガ
の
搾
り
汁
を
砂
糖
で
煮
込
ん
だ

シ
ロ
ッ
プ
で
、炭
酸
や
お
湯
で
割
っ
て
飲
む

商
品
で
す
。添
加
物
を
使
わ
な
い
伝
統
の

製
法
で
、と
て
も
品
質
が
良
く
人
気
で

す
。後
者
は
馬
路
村
特
産
の
ゆ
ず
の
果
汁

と
蜂
蜜
で
仕
上
げ
た
清
涼
飲
料
水
で
す
。

通
信
販
売
な
ど
で
20
数
年
か
け
て
販
路

を
開
き
、高
知
発
の
ヒ
ッ
ト
商
品
の
代
表

事
例
に
な
る
ま
で
に
育
ち
ま
し
た
。た

だ
、と
も
に
ネ
ー
ミ
ン
グ
や
デ
ザ
イ
ン
か

ら
は
、そ
も
そ
も「
何
な
の
か
」や「
特
徴

（
差
別
化
要
素
）」な
ど
が
伝
わ
り
ま
せ

ん
。も
っ
と
多
く
の
人
に
買
っ
て
も
ら
う

た
め
に
は
、そ
の
価
格
や
品
質
が
妥
当
な

も
の
な
の
か
を
納
得
し
て
も
ら
う
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
商
品
を
開
発
す
る
と
き
は
、

上
に
挙
げ
た
三
つ
の
要
素
を
最
初
か
ら

明
確
に
意
識
し
て
、そ
れ
を
分
か
り
や
す

く
消
費
者
に
伝
え
る
部
分
は
デ
ザ
イ
ナ

ー
に
依
頼
す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

 

日
経
Ｂ
Ｐ
ヒ
ッ
ト
総
合
研
究
所

　
　
　
　
上
席
研
究
員
　
渡
辺
　
和
博

…
…
…
…
…
…
…
…
…

渡
辺
　
和
博
／
わ
た
な
べ・か
ず
ひ
ろ

　
日
経
Ｂ
Ｐ
ヒ
ッ
ト
総
合
研
究
所
上
席
研
究

員
。日
経
Ｂ
Ｐ
社
が
発
行
す
る
日
経
ト
レ
ン

デ
ィ
は
、マ
ー
ケ
ッ
ト
の
動
き
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
の
在
り
方
な
ど
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、

「
商
品
」と「
サ
ー
ビ
ス
」の
新
し
い
潮
流
を
取

り
上
げ
紹
介
す
る
情
報
誌
。世
の
中
の
ト
レ
ン

ド
や
流
行
、新
製
品・サ
ー
ビ
ス
の
動
向
な
ど
、

生
活
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
情
報
を
幅
広
く
分

析
し
、紹
介
し
て
い
る
。

N

↓粟津

★あんずの木

●加南自動車学校

●東野病院

●今江小学校

前川
●今江郵便局

305
今江西 　 │

今江北　  ／

─今江

11

今江町二丁目／

／
今江中　

琴湖橋詰／
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西 田 　 章

赤 沢 信 秀

寺 井 尚 孝

西 口 信 明

善 谷 秀 紀

山 口 幸 喜

玉 作 明 寛

玉 作 明 寛

藤 田 進 一

藤 田 康 治

中 嶋 俊 文

北 村 彰 英

浅 村 宏 昭

戸 田 敬 悟

後 　 正 幸

■ 北  陸  銀  行

■ 北  國  銀  行

■ 福　井　銀　行

■ 福　邦　銀　行

■ 北陸信用金庫

■ 金沢信用金庫

■ 鶴来信用金庫

竹 田 昭 彦


